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紅
葉

   
平
成
十
四
年
九
月
、
自
民
党
地

方
行
政
調
査
会
の
「
地
方
自
治
に

関
す
る
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
は
、
中
間
報
告
の
中
で
、
市

町
村
合
併
の
強
力
な
促
進
に
つ
い
て
指
摘

し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
提
案
し
た
。

　

①
合
併
推
進
策
を
講
じ
た
後
に
な
お
残

る
小
規
模
市
町
村
（
例
え
ば
人
口
一
万
未

満
）
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
基
礎
的
自

治
体
と
位
置
付
け
る
と
し
て
も
、
通
常
の

市
町
村
に
法
律
上
義
務
付
け
ら
れ
た
事
務

の
一
部
を
都
道
府
県
又
は
周
辺
市
町
村
が

実
施
す
る
仕
組

み
と
す
る
こ
と

を
今
後
さ
ら
に

検
討
す
る
。

    
②
上
記
の
小
規
模
市
町
村
に
つ
い
て

は
、
地
方
交
付
税
の
割
増
措
置
等
の
さ
ら

な
る
縮
小
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　

い
よ
い
よ
、
例
示
で
は
あ
る
が
、
小
規

模
と
は
「
人
口
一
万
未
満
」
と
い
う
数
値

が
出
て
き
た
。
小
規
模
が
、
な
ぜ
一
万
人

未
満
な
の
か
、
規
模
と
は
人
口
だ
け
で
測

る
の
か
、
な
ぜ
面
積
の
大
き
さ
を
無
視
す

る
の
か
、
そ
の
根
拠
・
理
由
は
定
か
で
は

な
い
。
推
測
す
れ
ば
、
昭
和
大
合
併
の
と

き
政
府
が
示
し
た
市
町
村
の
最
少
人
口
規

模
が
八
、
〇
〇
〇
人
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
後
の
市
町
村
事
務
の
増
大
か
ら

見
て
、
若
干
の
上
乗
せ
し
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
し
か
し
、
明
ら
か
な
こ
と
は
、
一

万
人
未
満
で
線
を
引
け
ば
、
現
在
約
二
、

五
〇
〇
あ
る
町
村
の
う
ち
、
約
一
、
五
〇

〇
、
五
七
・
七
％
が
そ
の
対
象
と
な
る
こ

と
、
こ
の
た
び
の
合
併
後
に
ど
の
く
ら
い

の
数
の
一
万
未
満
町
村
が
残
る
か
わ
か
ら

な
い
が
、
町
村
に
と
っ
て
は
、
存
亡
に
か

か
わ
る
事
態
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

一
部
の
事
務
（
こ
れ
が
何
で
あ
る
か
は

わ
か
ら
な
い
）
を
他
に
補
完
さ
せ
る
（
こ

れ
が
現
実
に
で

き
る
か
ど
う
か

も
わ
か
ら
な

い
）
と
し
、
こ

れ
ら
の
小
規
模
町
村
に
対
す
る
交
付
税
上

の
割
増
措
置
の
縮
小
を
し
よ
う
と
い
う
の

で
あ
る
。
自
主
合
併
と
は
、
合
併
を
し
な

い
と
い
う
選
択
も
認
め
る
は
ず
で
あ
る

が
、
こ
う
な
る
と
、
合
併
後
に
残
る
小
規

模
町
村
に
対
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
課
し
、

実
質
的
に
合
併
を
強
制
す
る
意
味
合
い
が

出
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
「
軽
量
町
村
・

水
平
垂
直
補
完
論
」
を
容
認
で
き
る
だ
ろ

う
か
。
否
で
あ
る
。

（
千
葉
大
学
教
授
・
東
京
大
学
名
誉
教
授

大
森　

彌
）
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政 策

▼▼
学
力
向
上
で
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
事

業
拡
充

　

学
力
向
上
対
策
は
、
学
習
内
容
を
厳
選

し
た
新
学
習
指
導
要
領
が
始
ま
っ
た
こ
と

で
、
児
童
・
生
徒
の
学
力
低
下
を
懸
念
す

る
声
に
対
応
し
た
。
同
省
は
十
五
年
度
の

学
力
向
上
施
策
を
「
学
力
向
上
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
と
命
名
。
こ
の
中
で
、
小
中

学
校
で
習
熟
度
別
授
業
を
進
め
た
り
、
中

学
校
の
教
科
担
任
が
小
学
校
で
授
業
を
行

う
教
科
担
任
制
を
導
入
し
た
り
す
る
な
ど

し
て
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
指

導
を
行
う
学
力
向
上
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ス

ク
ー
ル
事
業
に
つ
い
て
、
十
四
年
度
の
八

〇
五
校
か
ら
十
五
年
度
は
一
、
七
〇
〇
校

に
拡
充
。
ま
た
こ
の
高
校
版
「
学
力
向
上

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」も
創
設
、

二
〇
〇
校
を
指
定
す
る
。

　

一
方
、
教
職
志
望
の
若
者
ら
を
小
中
学

校
に
派
遣
し
て
、
放
課
後
に
児
童
生
徒
の

補
習
の
面
倒
を
見
た
り
、
学
習
面
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
与
え
た
り
す
る
放
課
後
学
習

チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
に
つ
い
て
調
査
研
究
。

各
都
道
府
県
で
小
中
学
校
六
校
程
度
を
研

究
協
力
校
に
指
定
す
る
。
五
億
円
を
要
求

し
た
。

▼▼
総
合
的
学
習
を
支
援
、
学
習
意

欲
向
上
も

　

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
で
は
、
十
四
年
度

か
ら
小
中
学
校
で
始
ま
っ
た
、「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
も
支
援
、
三
億
円
を
盛

り
込
ん
だ
。
非
営
利
民
間
団
体（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）

と
連
携
し
た
学
習
を
推
進
し
、
外
部
人
材

の
導
入
の
在
り
方
に
つ
い
て
二
〇
地
域
で

実
践
研
究
を
実
施
。
一
地
域
一
〇
校
を
指

定
し
、
環
境
保
護
や
国
際
理
解
な
ど
の
分

野
で
先
進
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
力
方
策
を
探
る
。
総
合
的

学
習
に
は
定
め
ら
れ
た
教
科
書
が
な
い
た

め
、
現
場
か
ら
の
戸
惑
い
の
声
が
多
い
。

そ
の
た
め
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
協

力
を
得
て
、
学
習
の
理
想
的
な
進
め
方
に

つ
い
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
開
発
す
る
。

　

一
方
、
国
際
調
査
な
ど
で
わ
が
国
の
子

ど
も
た
ち
の
学
習
意
欲
の
低
さ
が
指
摘
さ

概算要求総額7兆175億円

平成15年度 予算概算要求重点施策解 説 文文文 部部部 科科科 学学学 省省省

学力向上策、前年度比5.5倍に

文
部
科
学
省
の
平
成
十
五
年
度
予
算
概
算
要
求
は
、
一
般
会
計
で
前

　

文
部
科
学
省
の
平
成
十
五
年
度
予
算
概
算
要
求
は
、
一
般
会
計
で
前

年
度
当
初
比
六
・
七
％
増
の
七
兆
一
七
五
億
二
、
一
〇
〇
万
円
と
な
っ

年
度
当
初
比
六
・
七
％
増
の
七
兆
一
七
五
億
二
、
一
〇
〇
万
円
と
な
っ

た
。
こ
の
う
ち
学
力
向
上
対
策
と
し
て
、
前
年
度
比
五
・
五
倍
に
あ
た

た
。
こ
の
う
ち
学
力
向
上
対
策
と
し
て
、
前
年
度
比
五
・
五
倍
に
あ
た

る
七
七
億
二
、
四
〇
〇
万
円
を
計
上
。
公
立
学
校
の
教
室
で
冷
房
化
を

る
七
七
億
二
、
四
〇
〇
万
円
を
計
上
。
公
立
学
校
の
教
室
で
冷
房
化
を

促
進
し
た
り
、
校
舎
の
耐
震
化
を
進
め
る
な
ど
学
校
施
設
面
の
充
実
策

促
進
し
た
り
、
校
舎
の
耐
震
化
を
進
め
る
な
ど
学
校
施
設
面
の
充
実
策

も
目
立
つ
。
私
学
助
成
、
育
英
奨
学
金
も
増
額
要
求
し
た
。

も
目
立
つ
。
私
学
助
成
、
育
英
奨
学
金
も
増
額
要
求
し
た
。

公
立
小
中
学
校
の
教
職
員
給
与
な
ど
の
二
分
の
一
を
負
担
す
る
義
務

　

公
立
小
中
学
校
の
教
職
員
給
与
な
ど
の
二
分
の
一
を
負
担
す
る
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
小
泉
純
一
郎
首
相
か
ら
制
度
見
直

教
育
費
国
庫
負
担
金
に
つ
い
て
は
、
小
泉
純
一
郎
首
相
か
ら
制
度
見
直

し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
概
算
要
求
段
階
で
は
現
行
制
度
に
基
づ
き
、

し
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
概
算
要
求
段
階
で
は
現
行
制
度
に
基
づ
き
、

三
兆
一
、
一
七
二
億
七
、
三
〇
〇
万
円
（
前
年
度
比
二
・
〇
％
増
）
を

三
兆
一
、
一
七
二
億
七
、
三
〇
〇
万
円
（
前
年
度
比
二
・
〇
％
増
）
を

計
上
。
年
末
の
予
算
編
成
ま
で
に
財
務
、
総
務
両
省
と
調
整
す
る
方
針

計
上
。
年
末
の
予
算
編
成
ま
で
に
財
務
、
総
務
両
省
と
調
整
す
る
方
針

だ
が
、
文
科
省
は
給
与
本
体
分
（
二
兆
六
、
〇
〇
〇
億
円
）
は
残
し
つ

だ
が
、
文
科
省
は
給
与
本
体
分
（
二
兆
六
、
〇
〇
〇
億
円
）
は
残
し
つ

つ
、
退
職
手
当
負
担
金
、
教
職
員
の
年
金
の
掛
け
金
に
相
当
す
る
共
済

つ
、
退
職
手
当
負
担
金
、
教
職
員
の
年
金
の
掛
け
金
に
相
当
す
る
共
済

長
期
給
付
負
担
金
な
ど
を
合
わ
せ
た
約
五
億
円
を
十
八
年
度
ま
で
に
削

長
期
給
付
負
担
金
な
ど
を
合
わ
せ
た
約
五
億
円
を
十
八
年
度
ま
で
に
削

減
す
る
案
を
提
示
し
て
い
る
。

減
す
る
案
を
提
示
し
て
い
る
。
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れ
て
い
る
の
を
受
け
、
同
省
は
「
学
習
意

欲
向
上
の
た
め
の
総
合
的
戦
略
」
を
打
ち

出
し
、
一
〇
億
一
、
七
〇
〇
万
円
を
計
上
。

全
国
三
〇
〇
校
に
、
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ

を
伝
え
ら
れ
る
外
部
人
材
を
派
遣
し
て
授

業
を
行
っ
て
も
ら
う
「『
そ
の
道
の
達
人
』

派
遣
事
業
」
な
ど
を
実
施
す
る
。

▼▼
英
語
教
育
で
戦
略
構
想

　

同
省
は
英
語
教
育
の
改
善
に
つ
い
て
大

規
模
な
施
策
を
実
施
。「『
英
語
が
使
え
る

日
本
人
』
の
育
成
の
た
め
の
戦
略
構
想
」

に
ま
と
め
た
。
総
事
業
費
は
二
四
億
八
、

九
〇
〇
万
円
。
英
語
教
員
の
資
質
向
上
策

で
は
中
学
、
高
校
の
全
英
語
教
員
六
万
人

に
五
カ
年
計
画
で
研
修
を
実
施
、
都
道
府

県
に
二
分
の
一
を
補
助
す
る
。
ま
た
、
英

語
教
育
を
重
点
的
に
行
っ
て
い
る
高
校
を

研
究
開
発
学
校
に
指
定
す
る「
ス
ー
パ
ー
・

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
」
に
つ
い
て
、
指
定
校
数
を
十

四
年
度
の
一
六
校
か
ら
五
八
校
に
拡
大
す

る
。

　

一
方
で
「
国
語
力
向
上
推
進
事
業
」
を

文
化
庁
と
連
携
し
て
新
た
に
実
施
。
事
業

で
は
、
小
中
学
校
二
〇
〇
校
を
「
国
語
教

育
推
進
校
」
に
指
定
。
学
校
関
係
者
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
学
識
経
験
者
ら
で
協
議
会
を
設
け

指
定
校
を
支
援
す
る
。
指
定
地
域
で
は
、

古
典
や
優
れ
た
作
品
を
五
〇
―
一
〇
〇
冊

選
定
し
て
読
書
感
想
文
を
書
い
て
も
ら
う

ほ
か
、
読
み
聞
か
せ
の
会
、
親
子
の
話
し

方
講
座
、
短
歌
を
作
る
会
な
ど
を
行
う
。

ま
た
指
定
校
の
教
員
ら
を
対
象
と
し
た
講

座
も
実
施
。
全
国
九
地
区
で
行
い
、
表
現

力
や
理
解
力
を
高
め
る
指
導
方
法
な
ど
を

学
ぶ
ほ
か
、
学
識
経
験
者
に
よ
る
書
き

方
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
ら
に
よ
る
話
し
方
の

演
習
も
行
う
。

　

理
数
離
れ
対
策
で
は
、
理
数
教
育
に
力

を
入
れ
る
高
校
を
重
点
支
援
す
る
「
ス
ー

パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
を
拡

充
。
十
四
年
度
に
二
六
校
で
始
ま
っ
た
も

の
を
、
十
五
年
度
は
五
〇
校
に
増
や
す
。

新
た
に
そ
の
小
中
学
校
版
「
理
科
大
好
き

ス
ク
ー
ル
」
も
創
設
、
全
国
で
二
〇
〇
校

程
度
指
定
す
る
。

▼▼
公
立
学
校
で
耐
震
化
重
視
、
冷

房
化
も

　

学
校
施
設
面
で
は
、
耐
震
化
・
老
朽
化

対
策
を
重
点
的
に
要
求
。
公
立
学
校
施
設

整
備
費
予
算
を
一
、
七
〇
〇
億
円
要
望
し

た
。
十
四
年
度
予
算
は
一
、
四
〇
二
億

四
、
五
〇
〇
万
円
で
、
二
九
八
億
円
分
の

増
は
す
べ
て
耐
震
関
連
分
に
振
り
向
け

る
。

　

一
方
、
公
立
小
中
高
校
な
ど
の
普
通
教

室
に
冷
房
を
導
入
す
る
経
費
を
計
上
。
今

後
一
〇
年
間
で
設
置
を
希
望
す
る
全
普
通

教
室
へ
の
設
置
を
目
指
し
て
お
り
、
初
年

度
の
十
五
年
度
は
三
万
教
室
分
の
一
〇
〇

億
円
を
要
求
し
た
。
助
成
率
は
三
分
の

一
。
設
置
の
際
は
夜
間
電
力
を
活
用
す
る

方
式
を
採
用
す
る
な
ど
、
環
境
に
配
慮
す

る
。
現
在
は
職
員
室
や
音
楽
室
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室
な
ど
だ
け
が
冷
房
化
の

助
成
対
象
だ
が
、
近
年
の
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
現
象
な
ど
で
夏
の
普
通
教
室
内
が
非

常
に
暑
く
な
っ
て
お
り
、
学
習
効
率
低
下

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
同
省
は
十
五
年
度

か
ら
、
学
校
施
設
の
新
増
改
築
の
際
、
普

通
教
室
に
も
冷
房
設
置
に
補
助
で
き
る
よ

う
公
立
学
校
施
設
整
備
費
の
制
度
を
改
正

す
る
が
、
同
整
備
費
以
外
に
別
途
予
算
を

要
求
し
、
新
増
改
築
の
予
定
が
な
い
学
校

の
冷
房
化
推
進
に
も
踏
み
切
っ
た
。

▼▼
不
登
校
対
策
で
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

　

不
登
校
の
児
童
生
徒
は
過
去
最
多
を
記

録
し
、
過
去
一
〇
年
で
二
倍
に
な
っ
て
い

る
。
同
省
は
都
道
府
県
や
市
町
村
が
設
置

し
て
い
る
適
応
指
導
教
室
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
図
る
「
ス
ク
ー
リ
ン
グ
・
サ
ポ
ー

ト
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
」
を
実
施
。

一
〇
億
一
、
七
〇
〇
万
円
を
計
上
し
た
。

　

適
応
指
導
教
室
は
学
校
の
余
裕
教
室
な

ど
を
活
用
し
、
学
校
復
帰
を
支
援
す
る
た

め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
教
科
指
導
な
ど

を
行
っ
て
い
る
が
、
利
用
者
が
不
登
校
の

児
童
生
徒
の
約
一
割
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
同
教
室
の
中
核
と
な
る
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
き
め
細
か
な
支
援
を
実

施
。
四
〇
〇
カ
所
に
地
域
セ
ン
タ
ー
を
設

け
て
学
校
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
訪
問

指
導
や
民
間
施
設
へ
の
情
報
提
供
、
教
員

研
修
な
ど
を
行
う
。
各
都
道
府
県
、
政
令

市
に
広
域
セ
ン
タ
ー
も
設
け
、
基
礎
的
な

調
査
研
究
や
モ
デ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
な

ど
を
行
う
。

▼▼
小
規
模
市
町
村
の
広
域
化
支
援

　

十
五
年
度
か
ら
は
新
た
に
小
規
模
な
市

町
村
教
育
委
員
会
の
広
域
化
も
支
援（
六
、

四
〇
〇
万
円
）。
事
務
局
の
職
員
数
が
一

〇
人
以
下
と
い
う
市
町
村
教
委
が
全
体
の

半
数
を
超
え
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
積

極
的
な
教
育
行
政
を
展
開
し
て
も
ら
う
た

め
に
広
域
化
を
促
す
。
一
二
地
域
を
モ
デ

ル
指
定
し
、
最
終
的
に
は
一
部
事
務
組
合

な
ど
へ
の
移
行
を
目
指
す
。
同
省
は
広
域

化
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
作
成
す
る
。

▼▼
子
育
て
充
実
で
家
庭
教
育
手
帳

を
刷
新

　

家
庭
教
育
関
連
で
は
、
子
育
て
や
し
つ

け
に
関
す
る
悩
み
を
持
つ
親
の
相
談
に

乗
っ
た
り
、
き
め
細
か
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
う
「
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
」
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
全
国
に
一
、
八
八
〇
人
配
置
さ

れ
て
い
た
の
を
十
五
年
度
は
三
、
七
六
〇

人
に
倍
増
。
こ
の
ほ
か
思
春
期
の
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者
を
対
象
に
し
た
子
育
て
講

座
に
つ
い
て
、
十
四
年
度
は
全
市
町
村
三

〇
〇
〇
カ
所
で
行
っ
て
い
る
も
の
を
、
十

五
年
度
は
全
中
学
校
区
一
万
カ
所
に
拡

充
。
厚
生
労
働
省
や
法
務
省
、
警
察
庁
な

ど
と
連
携
し
て
、
子
ど
も
の
問
題
行
動
へ

の
対
処
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
講
座
を
開

く
。

▼▼
子
ど
も
の
体
力
向
上
で
プ
ラ
ン

実
施

　

ス
ポ
ー
ツ
・
青
少
年
局
関
連
で
は
、
低

下
す
る
子
ど
も
の
体
力
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、「
子
ど
も
体
力
向
上
プ
ラ
ン
」
を
実

施
、
二
六
億
九
、
七
〇
〇
万
円
を
要
求
し

た
。
中
央
教
育
審
議
会
が
出
し
た
、
子
ど

も
の
体
力
向
上
に
関
す
る
中
間
報
告
の
内
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容
を
施
策
化
し
た
も
の
。
学
校
な
ど
に
一

流
ス
ポ
ー
ツ
選
手
を
派
遣
し
て
実
技
指
導

し
た
り
、
全
国
規
模
の
体
力
向
上
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
っ
た
り
す
る
。
子
ど
も
が
自

分
の
運
動
能
力
の
数
値
な
ど
を
書
き
込
め

る
「
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
手
帳
」（
一
億
七
、

六
〇
〇
万
円
）
や
、
子
ど
も
が
体
を
動
か

す
ご
と
に
印
を
付
け
て
運
動
や
外
遊
び
の

動
機
付
け
を
行
う
「
外
遊
び
・
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
」（
一
億
五
、
六
〇
〇
万
円
）
も

作
製
・
配
布
す
る
。
運
動
部
活
動
推
進
で

は
、
年
間
で
複
数
種
目
が
で
き
る
「
総
合

運
動
部
」
に
つ
い
て
、
実
践
地
域
（
六
市

町
村
）
で
研
究
を
実
施
。
種
目
に
と
ら
わ

れ
ず
好
き
な
時
に
体
を
動
か
し
た
い
子
ど

も
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
。

▼▼
教
育
に
重
点
置
く
大
学
を
支
援

　

高
等
教
育
局
関
係
で
は
、
教
育
に
重
点

を
置
く
大
学
を
財
政
支
援
す
る
「
特
色
あ

る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
。

国
立
学
校
特
別
会
計
や
私
学
助
成
な
ど
の

関
連
支
援
経
費
（
一
四
〇
億
円
）
か
ら
支

援
す
る
。
対
象
大
学
は
、
大
学
関
係
者
や

有
識
者
な
ど
で
構
成
す
る
委
員
会
で
選

定
。
教
養
教
育
、
専
門
教
育
、
語
学
、
成

績
評
価
と
い
っ
た
教
育
活
動
の
中
で
、
他

大
学
の
参
考
に
な
る
ケ
ー
ス
を
選
ぶ
。

　

同
省
は
十
四
年
度
か
ら
大
学
を
世
界
最

高
水
準
の
研
究
教
育
拠
点
と
す
る
た
め
予

算
を
重
点
配
分
す
る
「
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ

プ
ロ
グ
ラ
ム
（
ト
ッ
プ
三
〇
）」
を
行
っ

て
い
る
が
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
大
学
の
持

つ
研
究
と
教
育
の
二
機
能
の
う
ち
主
に
研

究
面
に
着
目
し
て
い
る
た
め
、
十
五
年
度

は
そ
の
教
育
版
を
進
め
る
。

　

育
英
奨
学
事
業
で
は
、
無
利
子
奨
学
金

の
貸
与
月
額
を
、
高
校
と
高
等
専
門
学
校

で
一
、
〇
〇
〇
円
、
大
学
と
大
学
院
で
二
、

〇
〇
〇
円
引
き
上
げ
。
全
体
的
な
貸
与
人

員
は
、
無
利
子
が
二
二
、
〇
〇
〇
人
増
の

四
二
万
八
、
〇
〇
〇
人
、
有
利
子
が
四
万

七
、
〇
〇
〇
人
増
の
四
三
万
九
、
〇
〇
〇

人
と
す
る
。
ま
た
、
入
学
金
や
下
宿
す
る

場
合
の
引
っ
越
し
代
や
家
具
の
購
入
費
な

ど
入
学
時
の
資
金
需
要
に
対
応
す
る
た

め
、
有
利
子
奨
学
金
の
中
に
三
〇
万
円
の

一
時
金
（
二
万
五
、
〇
〇
〇
人
分
）
を
創

設
し
た
。

▼▼
日
本
文
化
の
魅
力
を
海
外
に
発
信

　

文
化
庁
の
十
五
年
度
予
算
概
算
要
求

は
、
前
年
度
当
初
比
一
七
・
五
％
増
の
一

一
五
七
億
六
〇
〇
万
円
。
こ
の
う
ち「『
日

本
文
化
の
魅
力
』
発
見
・
発
信
プ
ラ
ン
」

を
新
た
に
実
施
、
八
五
億
七
、
二
〇
〇
万

円
を
計
上
し
た
。

　

同
プ
ラ
ン
で
は
、
河
合
隼
雄
長
官
が
提

唱
す
る
「
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
活
動
の

推
進
施
策
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
を
利
用
し
た
情
報
交
換
の
場
作
り
や
、

各
都
道
府
県
で
の
モ
デ
ル
事
業
―
な
ど
を

実
施
。
ま
た
映
画
や
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
芸

術
も
支
援
、
二
八
億
七
四
〇
〇
万
円
を
計

上
し
た
。
海
外
で
優
れ
た
日
本
映
画
を
上

映
す
る
た
め
の
財
政
支
援
の
ほ
か
、
海
外

映
画
祭
へ
の
出
品
経
費
な
ど
も
援
助
。
新

人
監
督
や
若
手
シ
ナ
リ
オ
作
家
、
地
域
で

企
画
さ
れ
た
映
画
な
ど
に
も
支
援
す
る
。

▼▼
大
学
で
知
的
財
産
本
部
モ
デ
ル

事
業

　

科
学
技
術
関
連
で
は
、
大
学
で
の
研
究

な
ど
か
ら
生
ま
れ
た
知
的
財
産
を
守
り
、

そ
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
大
学
内
に

知
的
財
産
本
部
を
整
備
す
る
モ
デ
ル
事
業

（
六
〇
億
円
）を
行
う
。
国
公
私
立
で
四
〇

大
学
を
募
集
し
、
担
当
副
学
長
な
ど
を

ト
ッ
プ
と
す
る
本
部
を
立
ち
上
げ
る
。
大

学
の
研
究
成
果
を
一
元
管
理
し
、
特
許
取

得
を
含
め
た
知
的
財
産
戦
略
を
練
っ
て
も

ら
う
。
本
部
で
は
企
業
経
験
者
や
弁
理
士

ら
外
部
経
験
者
を
登
用
し
、
技
術
移
転
機

関
（
Ｔ
Ｌ
Ｏ
）
な
ど
外
部
組
織
と
の
連
携

を
強
め
る
。

　

一
方
、
産
学
官
で
将
来
有
望
な
研
究
を

行
っ
て
い
る
地
域
に
つ
い
て
、
研
究
委
託

の
主
体
で
あ
る
都
道
府
県
に
重
点
補
助
す

る
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
創
成
事
業
に
は
七
五

億
円
を
計
上
。
十
四
年
度
に
一
〇
ク
ラ
ス

タ
ー
が
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
十
五
年
度

は
こ
れ
に
加
え
、
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
�
予

備
軍
�
の
六
試
行
地
域
（
富
山
・
高
岡
、

金
沢
、
岐
阜
・
大
垣
、
名
古
屋
、
宇
部
、

徳
島
）
か
ら
三
地
域
程
度
を
選
定
し
、
本

格
実
施
に
移
行
さ
せ
る

（
時
事
通
信
社　

渡
部
裕
子
）
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業
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
法
に
基
づ

く
「
地
域
協
議
会
」
の
活
動
が
対
象
。
温

室
効
果
ガ
ス
を
一
キ
ロ
削
減
に
つ
き
、

「
一
気
候
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
、
一
ポ
イ
ン
ト

当
た
り
五
〇
円
、
上
限
四
〇
万
ポ
イ
ン
ト

（
二
、
〇
〇
〇
万
円
）
ま
で
買
い
上
げ
る
。

　

温
暖
化
対
策
の
経
済
的
手
法
で
は
、
炭

素
税
の
導
入
に
つ
い
て
引
き
続
き
検
討
を

進
め
る
（
三
、
〇
〇
〇
万
円
）。
中
央
環
境

審
議
会
の
地
球
温
暖
化
対
策
税
制
専
門
委

員
会
は
六
月
に
ま
と
め
た
中
間
報
告
で
、

必
要
が
あ
れ
ば
〇
五
年
以
降
の
早
期
に
温

暖
化
対
策
税
を
導
入
す
る
よ
う
提
言
し
て

い
る
。
こ
れ
を
受
け
、
同
省
は
具
体
的
な

炭
素
税
の
制
度
案
や
他
の
温
暖
化
施
策
と

の
役
割
分
担
な
ど
を
研
究
す
る
。

◆◆
不
法
投
棄
対
策
を
強
化

　

廃
棄
物
対
策
で
は
、
化
石
燃
料
の
使
用

を
抑
え
、
脱
温
暖
化
に
も
つ
な
が
る
廃
棄

物
発
電
な
ど
の
施
設
整
備
補
助
事
業
（
一

〇
億
六
、
〇
〇
〇
万
円
）
を
始
め
る
。
対

象
は
発
電
効
率
や
有
機
廃
棄
物
か
ら
出
る

メ
タ
ン
ガ
ス
の
回
収
・
利
用
率
が
極
め
て

高
い
民
間
施
設
で
、
事
業
者
が
こ
う
し
た

施
設
を
整
備
し
た
場
合
、
通
常
の
施
設
と

比
べ
て
割
高
に
な
っ
た
費
用
の
う
ち
、
料

金
収
入
で
賄
え
な
い
分
の
半
額
を
補
助
す

る
。

　

全
国
各
地
で
後
を
絶
た
な
い
ご
み
の
不

法
投
棄
対
策
で
は
、
青
森
・
岩
手
両
県
境

に
ま
た
が
る
国
内
最
大
規
模
の
産
廃
投
棄

問
題
を
解
決
す
る
た
め
、
両
県
が
取
り
組

む
原
状
回
復
の
費
用
を
半
額
補
助
（
二
六

億
円
）
す
る
。
本
来
の
国
の
補
助
率
は
、

基
金
制
度
に
よ
る
三
分
の
一
だ
が
、
今
回

の
ケ
ー
ス
は
費
用
が
五
〇
〇
億
円
以
上
と

概算要求額15.2％増の3,045億円

平成15年度 予算概算要求重点施策解 説 環環環 境境境 省省省

脱温暖化と循環型社会作りを推進

環
境
省
の
平
成
十
五
年
度
年
度
予
算
概
算
要
求
額
は
、
前
年
度
比
一

　

環
境
省
の
平
成
十
五
年
度
年
度
予
算
概
算
要
求
額
は
、
前
年
度
比
一

五
・
二
％
増
の
三
、
〇
四
五
億
円
と
な
っ
た
。
内
訳
は
、
一
般
政
策
経

五
・
二
％
増
の
三
、
〇
四
五
億
円
と
な
っ
た
。
内
訳
は
、
一
般
政
策
経

費
が
一
二
・
八
％
増
の
九
九
五
億
円
、
公
共
投
資
関
係
費
は
一
六
・
四

費
が
一
二
・
八
％
増
の
九
九
五
億
円
、
公
共
投
資
関
係
費
は
一
六
・
四

％
増
の
二
、
〇
五
〇
億
円
。
重
点
施
策
に
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
循

％
増
の
二
、
〇
五
〇
億
円
。
重
点
施
策
に
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
と
循

環
型
社
会
づ
く
り
を
一
体
的
に
進
め
る
「
脱
温
暖
化
・
循
環
型
の
持
続

環
型
社
会
づ
く
り
を
一
体
的
に
進
め
る
「
脱
温
暖
化
・
循
環
型
の
持
続

可
能
な
社
会
の
迅
速
な
構
築
」
を
中
心
的
な
柱
に
据
え
た
。
温
室
効
果

可
能
な
社
会
の
迅
速
な
構
築
」
を
中
心
的
な
柱
に
据
え
た
。
温
室
効
果

ガ
ス
の
六
％
削
減
を
義
務
付
け
た
京
都
議
定
書
の
目
標
達
成
に
向
け
た

ガ
ス
の
六
％
削
減
を
義
務
付
け
た
京
都
議
定
書
の
目
標
達
成
に
向
け
た

国
内
体
制
の
整
備
や
廃
棄
物
対
策
に
取
り
組
む
。
こ
の
ほ
か
、
生
物
多

国
内
体
制
の
整
備
や
廃
棄
物
対
策
に
取
り
組
む
。
こ
の
ほ
か
、
生
物
多

様
性
の
保
全
や
民
間
非
営
利
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
な
ど
に
よ
る
環
境
保
全

様
性
の
保
全
や
民
間
非
営
利
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
な
ど
に
よ
る
環
境
保
全

活
動
の
推
進
、
大
気
汚
染
対
策
な
ど
も
推
進
す
る
。

活
動
の
推
進
、
大
気
汚
染
対
策
な
ど
も
推
進
す
る
。

◆◆
京
都
議
定
書
で
モ
デ
ル
事
業

　

温
暖
化
対
策
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
・
吸
収
量
を
迅
速
に
把
握
で
き
る
体

制
の
整
備
事
業
（
三
億
六
、
七
〇
〇
万
円
）

を
計
上
し
た
。
排
出
・
吸
収
量
の
算
定
方

法
の
改
善
や
数
値
の
精
度
を
高
め
る
品
質

保
証
・
品
質
管
理
計
画
を
策
定
す
る
。
三

月
に
政
府
が
決
め
た
「
地
球
温
暖
化
対
策

推
進
大
綱
」
に
盛
り
込
ん
だ
各
種
対
策
の

効
果
も
併
せ
て
検
証
す
る
。

　

京
都
議
定
書
が
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減

コ
ス
ト
を
抑
え
、
効
率
的
に
削
減
目
標
を

達
成
す
る
仕
組
み
と
し
て
定
め
た
京
都
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
関
連
事
業
に
も
乗
り
出
す
。

具
体
的
に
は
、
先
進
国
が
途
上
国
の
排
出

削
減
事
業
や
植
林
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

で
生
じ
た
排
出
削
減
量
を
、
自
国
実
績
に

算
入
で
き
る
「
ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ
ニ
ズ

ム
（
Ｃ
Ｄ
Ｍ
）」
に
つ
い
て
、
民
間
企
業

の
支
援
モ
デ
ル
事
業
（
三
億
円
）
を
実
施
。

相
手
国
と
の
交
渉
や
申
請
手
続
き
な
ど
の

費
用
を
助
成
し
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
の
早
期
実
施
を

促
す
。

　

ま
た
排
出
量
取
引
で
は
、
〇
八
年
か
ら

国
際
間
の
取
り
引
き
が
始
ま
る
の
を
控

え
、
国
内
で
の
排
出
量
取
引
を
試
行
実
施

（
四
、
九
〇
〇
万
円
）
す
る
。
参
加
企
業
に

対
し
、
排
出
量
の
算
定
や
第
三
者
に
よ
る

検
証
な
ど
の
事
務
費
を
補
助
し
、
同
取
引

の
経
験
を
積
ん
で
も
ら
う
。

　

温
室
効
果
ガ
ス
が
依
然
、
増
加
傾
向
に

あ
る
一
般
家
庭
な
ど
「
民
生
部
門
」
対
策

で
は
、
民
間
非
営
利
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
）
や

公
益
法
人
な
ど
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
事
業
（
二
億
円
）
に
取
り
組
む
。
同
事
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政 策

も
言
わ
れ
、
両
県
の
負
担
が
莫
大
に
な
る

事
情
な
ど
を
考
慮
。
大
規
模
不
法
投
棄
事

案
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
取
り
組
む
こ

と
に
し
、
基
金
制
度
で
は
な
く
、
公
共
事

業
費
枠
か
ら
費
用
を
捻
出（
ね
ん
し
ゅ
つ
）

し
、
補
助
率
も
二
分
の
一
に
引
き
上
げ
て

支
援
す
る
。

　

ま
た
、
全
地
球
測
位
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ

Ｓ
）
を
使
い
、
収
集
運
搬
車
両
が
最
終
処

分
場
ま
で
き
ち
ん
と
廃
棄
物
を
運
ん
だ
か

を
確
認
す
る
シ
ス
テ
ム
の
社
会
実
験（
四
、

一
〇
〇
万
円
）
も
始
め
る
。
管
理
票
（
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
）
を
交
付
し
、
最
終
処
分
ま

で
の
処
理
状
況
を
管
理
す
る
現
行
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
制
度
を
補
う
新
た
な
手
段
と
位

置
付
け
、
同
制
度
と
の
両
輪
で
産
廃
の
適

正
処
理
を
目
指
す
。

　

自
治
体
向
け
に
は
、
不
法
投
棄
問
題
を

解
決
す
る
た
め
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
指
導
す
る

専
門
家
支
援
チ
ー
ム
の
派
遣
事
業
（
四
、

八
〇
〇
万
円
）
を
実
施
。
チ
ー
ム
に
は
、

産
廃
か
ら
排
出
事
業
者
を
割
り
出
す
方
法

を
指
導
す
る
警
察
Ｏ
Ｂ
や
弁
護
士
、
土
木

技
術
の
専
門
家
ら
が
参
加
す
る
予
定
。
一

定
期
間
、
現
場
に
派
遣
し
、
原
状
回
復
の

助
言
の
ほ
か
、
専
門
家
と
一
緒
に
仕
事
を

し
な
が
ら
、
自
治
体
職
員
に
調
査
方
法
な

ど
の
技
術
を
身
に
付
け
て
も
ら
う
。

　

ま
た
、
残
余
年
数
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る

最
終
処
分
場
対
策
で
は
、
処
分
場
に
埋
め

ら
れ
て
い
る
廃
棄
物
を
掘
り
起
こ
し
、
溶

融
炉
で
減
量
・
資
源
化
す
る
「
埋
め
立
て

処
分
地
再
生
事
業
」（
一
〇
億
円
）
を
盛

り
込
ん
だ
。
掘
り
起
こ
し
た
廃
棄
物
は
、

溶
融
炉
で
溶
か
し
て
総
量
を
減
ら
し
、
そ

の
際
に
出
る
焼
却
灰
は
道
路
の
路
盤
材
な

ど
に
使
え
る
溶
融
ス
ラ
グ
に
再
生
す
る
。

ご
み
の
資
源
化
と
施
設
の
延
命
化
が
期
待

で
き
、
溶
融
炉
な
ど
関
連
施
設
を
整
備
す

る
市
町
村
に
対
し
、
費
用
の
四
分
の
一
を

補
助
す
る
。

◆◆
自
然
再
生
事
業
を
推
進

　

先
の
通
常
国
会
で
、
河
川
や
里
山
な
ど

地
域
の
荒
れ
た
自
然
の
復
元
を
目
指
し
た

「
自
然
再
生
推
進
法
案
」が
議
員
提
案
さ
れ

た
。
同
法
案
は
、
従
来
の
行
政
主
導
と
異

な
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
住
民
ら
が
計
画
段
階
か

ら
参
画
す
る
こ
と
を
明
記
し
た
の
が
特

徴
。
早
け
れ
ば
今
臨
時
国
会
で
成
立
す
る

見
通
し
で
、
同
省
は
同
法
案
の
対
象
と
な

る
自
然
再
生
事
業（
一
〇
億
二
〇
〇
万
円
）

を
積
極
的
に
推
進
す
る
。
北
海
道
の
釧
路

湿
原
な
ど
、
既
に
着
手
し
て
い
る
事
業
の

ほ
か
、
今
後
、
再
生
事
業
が
必
要
な
地
域

の
抽
出
調
査
や
再
生
手
法
の
検
討
も
行

う
。

　

一
方
、
国
立
公
園
で
は
、
投
棄
ご
み
の

処
理
や
施
設
の
維
持
・
管
理
な
ど
、
地
域

住
民
を
活
用
し
た
自
然
環
境
保
護
活
動
が

グ
リ
ー
ン
ワ
ー
カ
ー
事
業
と
し
て
既
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
。
〇
三
年
度
は
、
同
事

業
（
五
億
円
）
の
対
象
を
拡
大
し
、
住
民

が
中
心
と
な
っ
た
国
立
公
園
の
管
理
や
自

然
環
境
の
保
全
を
充
実
さ
せ
る
。

　

生
態
系
の
保
全
に
つ
い
て
は
、
政
府
が

三
月
に
決
定
し
た
「
新
・
生
物
多
様
性
国

家
戦
略
」
で
指
摘
し
た
動
植
物
の
監
視
体

制
を
整
備
す
る
た
め
、
全
国
各
地
の
重
要

な
生
態
系
が
あ
る
地
域
一
〇
〇
〇
カ
所
程

度
を
監
視
地
域（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
サ
イ
ト
）

に
指
定
し
、
動
植
物
の
生
育
・
生
息
環
境

を
長
期
的
に
監
視
す
る
事
業
（
六
億
円
）

を
実
施
す
る
。
〇
七
年
度
ま
で
毎
年
約
二

〇
〇
カ
所
ず
つ
監
視
地
域
を
指
定
、
調
査

を
開
始
し
、
今
後
の
保
全
施
策
や
気
候
変

化
の
把
握
な
ど
に
つ
な
が
る
情
報
を
収
集

す
る
。

　

移
入
種
対
策
で
は
、
移
入
種
の
デ
ー

タ
ー
ベ
ー
ス
や
国
内
定
着
の
可
能
性
、
環

境
影
響
な
ど
を
予
測
す
る
リ
ス
ク
評
価
方

法
の
整
備
事
業
（
五
、
二
〇
〇
万
円
）
を

開
始
。
ま
た
、
遺
伝
子
組
み
換
え
生
物
に

つ
い
て
も
、
リ
ス
ク
評
価
方
法
の
検
討
や

環
境
影
響
調
査
な
ど
の
対
策
（
五
、
一
〇

〇
万
円
）
に
着
手
す
る
。

◆◆
環
境
技
術
に
ナ
ノ
テ
ク
活
用

　

環
境
保
全
技
術
の
研
究
・
開
発
に
つ
い

て
は
、
新
た
に
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活

用
し
た
技
術
開
発
事
業
（
一
〇
億
円
）
に

取
り
組
む
。
産
官
学
が
連
携
し
、
①
携
帯

電
話
に
組
み
込
み
、
大
気
中
の
窒
素
酸
化

物
や
有
害
大
気
汚
染
物
質
の
濃
度
を
測
定

で
き
る
超
小
型
環
境
監
視
装
置
の
研
究
開

発
②
環
境
中
の
微
量
な
有
害
物
質
を
分
子

レ
ベ
ル
で
除
去
・
回
収
で
き
る
ナ
ノ
構
造

認
識
膜
の
開
発
―
な
ど
を
進
め
る
。

　

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
中
小
企
業
が
開
発
し
た

先
進
的
な
環
境
技
術
を
、
都
道
府
県
の
環

境
研
究
所
が
実
証
・
評
価
す
る
シ
ス
テ
ム

の
構
築
（
二
億
五
、
〇
〇
〇
万
円
）
に
も

乗
り
出
す
。
信
用
が
乏
し
い
中
小
企
業
の

新
技
術
を
実
証
・
評
価
す
る
仕
組
み
を
作

り
、
お
墨
付
き
と
な
る
実
証
試
験
の
結
果

報
告
書
を
発
行
す
る
こ
と
で
、
有
望
な
新

技
術
の
普
及
を
後
押
し
す
る
。

　

地
域
の
環
境
保
全
活
動
の
推
進
で
は
、

環
境
に
配
慮
し
た
事
業
を
行
う
市
町
村

に
、
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
「
地
域
環

境
創
造
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」
を
一
〇

億
円
計
上
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど
ソ
フ
ト

事
業
を
幅
広
く
支
援
し
、
環
境
を
テ
ー
マ

に
し
た
地
域
づ
く
り
の
起
爆
剤
に
す
る
。

一
事
業
に
対
し
、
一
、
〇
〇
〇
万
円
助
成

す
る
。

　

ま
た
、
環
境
教
育
や
環
境
学
習
を
充
実

さ
せ
る
た
め
、
文
部
科
学
省
と
の
連
携
事

業
も
始
め
る
。
〇
三
年
度
は
両
省
が
保
有

す
る
関
連
情
報
を
網
羅
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
整
備
（
二
、
〇
〇
〇
万
円
）
す
る
ほ

か
、
教
員
や
地
域
で
環
境
保
全
活
動
に
携

わ
る
人
材
を
対
象
に
し
た
指
導
者
育
成
事

業
（
一
、
八
〇
〇
万
円
）
に
取
り
組
む
。

◆◆
低
公
害
車
普
及
に
本
腰

　

大
気
環
境
の
汚
染
対
策
で
は
、
〇
一
年

六
月
に
成
立
し
た
改
正
自
動
車
Ｎ
Ｏ
ｘ
・

Ｐ
Ｍ
法
に
基
づ
い
た
各
種
対
策（
二
億
四
、

八
〇
〇
万
円
）
を
引
き
続
き
展
開
す
る
。

自
動
車
交
通
の
環
境
影
響
総
合
調
査
や
、

同
法
で
制
度
化
し
た
事
業
者
の
排
ガ
ス
抑

制
策
を
普
及
す
る
た
め
、
車
載
型
粒
子
状

物
質
（
Ｐ
Ｍ
）
計
測
器
な
ど
を
使
っ
た
モ

デ
ル
事
業
を
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
〇
五
年
以
降
に
販
売
す
る
新
車

か
ら
新
し
い
排
ガ
ス
基
準（
新
長
期
規
制
）

が
適
用
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
現
行
の
低
排

出
ガ
ス
車
認
定
制
度
に
替
わ
る
低
公
害
車

格
付
け
制
度
の
調
査
（
一
、
三
〇
〇
万
円
）

を
始
め
る
。
低
公
害
車
の
総
合
情
報
を
格

付
け
制
度
で
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消

費
者
の
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
自
動

車
メ
ー
カ
ー
の
技
術
開
発
も
活
発
化
さ
せ

た
い
考
え
だ
。

　

次
世
代
の
低
公
害
車
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
燃
料
電
池
自
動
車
の
普
及
策（
五
、

九
〇
〇
万
円
）
も
着
手
す
る
。
燃
料
電
池
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政 策

車
は
〇
二
年
中
に
も
一
部
メ
ー
カ
ー
が
販

売
す
る
見
通
し
だ
が
、
実
用
化
当
初
は
価

格
が
割
高
な
た
め
、
公
的
機
関
で
の
導
入

が
先
行
す
る
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

公
営
バ
ス
事
業
な
ど
を
持
つ
自
治
体
と
共

同
で
、
燃
料
電
池
車
の
利
用
方
法
を
研
究

す
る
。

　

粒
子
状
物
質
対
策
で
は
、
ナ
ノ
粒
子
の

生
態
影
響
調
査
（
一
億
一
、
三
〇
〇
万
円
）

を
実
施
。
ナ
ノ
粒
子
は
、
直
径
が
五
〇
ナ

ノ
メ
ー
ト
ル
（
ナ
ノ
は
一
〇
億
分
の
一
）

以
下
の
粒
子
状
物
質
を
指
し
、
直
径
が
大

き
い
も
の
よ
り
も
強
い
ア
レ
ル
ギ
ー
作
用

や
循
環
器
な
ど
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
生
態
影
響
な
ど
を
調
査
し
、
今
後

の
排
ガ
ス
規
制
や
メ
ー
カ
ー
の
自
動
車
開

発
な
ど
に
反
映
さ
せ
る
。

　

一
方
、
深
刻
化
す
る
都
市
部
の
ヒ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
対
策
で
は
、
東
京
都
心

部
か
ら
半
径
六
〇
キ
ロ
の
範
囲
に
観
測
網

を
数
十
カ
所
設
置
。
集
め
た
デ
ー
タ
を
基

に
、
東
京
都
と
共
同
で
同
現
象
の
実
態
解

明
を
目
指
す
（
二
、
八
〇
〇
万
円
）。

◆◆
Ｐ
Ｒ
Ｔ
Ｒ
制
度
定
着
に
努
力

　

化
学
物
質
排
出
把
握
管
理
促
進
法
（
Ｐ

Ｒ
Ｔ
Ｒ
法
）
に
基
づ
き
、
事
業
者
が
有
害

性
化
学
物
質
の
環
境
中
へ
の
排
出
量
な
ど

を
把
握
、
公
表
す
る
制
度
の
届
け
出
が
〇

二
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

制
度
の
定
着
策
や
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を
活

用
し
た
各
種
事
業
（
九
、
一
〇
〇
万
円
）

を
実
施
す
る
。
具
体
的
に
は
、
業
種
ご
と

に
化
学
物
質
の
排
出
経
路
を
ま
と
め
、
行

政
指
導
や
事
業
者
の
リ
ス
ク
低
減
措
置
に

活
用
で
き
る
シ
ナ
リ
オ
な
ど
を
作
成
す

る
。

　

化
学
物
質
の
事
前
審
査
や
製
造
・
使
用

時
の
規
制
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
人
間
の

健
康
に
加
え
、
生
態
系
保
全
も
加
味
し
た

審
査
・
規
制
方
法
を
新
た
に
整
備
す
る

（
七
、
四
〇
〇
万
円
）。
同
省
は
次
期
通
常

国
会
に
化
学
物
質
審
査
規
制
法
改
正
案
を

提
出
す
る
方
針
で
、
法
改
正
後
の
試
験
方

法
を
詰
め
た
上
で
、
試
験
の
研
修
事
業
を

行
う
。

　

ま
た
、
一
二
種
類
の
残
留
性
有
機
汚
染

物
質
（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
）
に
つ
い
て
、
製
造
や

使
用
の
禁
止
な
ど
を
定
め
た
「
残
留
性
有

機
汚
染
物
質
に
関
す
る
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

条
約
」（
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
条
約
）
に
政
府
が
加

入
し
た
の
受
け
、
同
条
約
に
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
施
策
の
推
進
事
業
（
三
億
三
、
五

〇
〇
万
円
）
も
計
上
し
た
。
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ｓ
の

汚
染
実
態
全
国
調
査
の
実
施
や
同
条
約
が

示
し
た
施
策
の
実
施
計
画
を
策
定
す
る
。

　

水
域
の
環
境
対
策
で
は
、
水
生
生
物
を

重
金
属
や
化
学
物
質
か
ら
保
護
す
る
た
め

の
環
境
基
準
設
定
事
業
（
八
、
七
〇
〇
万

円
）
に
取
り
組
む
。
亜
鉛
や
カ
ド
ミ
ウ
ム

な
ど
の
環
境
基
準
を
設
定
す
る
方
針
で
、

毒
性
情
報
な
ど
環
境
基
準
を
決
め
る
上
で

不
足
し
て
い
る
デ
ー
タ
を
さ
ら
に
集
め

る
。

　

先
の
通
常
国
会
で
成
立
、
〇
三
年
一
月

施
行
予
定
の
土
壌
汚
染
対
策
法
に
つ
い
て

は
、
基
礎
情
報
の
収
集
や
調
査
を
行
う
自

治
体
の
支
援
事
業
（
一
億
六
、
一
〇
〇
万

円
）
を
実
施
。
土
地
の
履
歴
や
地
下
水
の

利
用
状
況
と
い
っ
た
関
連
情
報
の
収
集
・

整
理
事
業
と
、
汚
染
の
可
能
性
が
高
い
地

域
の
調
査
費
を
半
額
助
成
す
る
。

（
時
事
通
信
社　

中
村
卓
朗
）
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事
業
概
要

　

本
組
合
は
、
町
村
職
員
の
所
有
す
る
住
宅

の
火
災
に
よ
っ
て
生
ず
る
財
産
の
損
害
を
相

互
救
済
す
る
た
め
、
昭
和
二
十
九
年
四
月
消

費
生
活
協
同
組
合
法
に
準
拠
し
た
職
域
生
協

と
し
て
発
足
し
、
火
災
共
済
事
業
を
開
始
し

た
。
そ
の
後
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進

行
で
、町
村
職
員
の
自
動
車
の
保
有
も
増
加
、

こ
れ
に
比
例
し
自
動
車
事
故
も
多
発
化
し
、

偶
然
の
自
動
車
事
故
に
よ
っ
て
生
ず
る
町
村

職
員
の
経
済
負
担
も
著
し
い
こ
と
か
ら
、
昭

和
四
十
二
年
四
月
よ
り
自
動
車
共
済
事
業
を

併
せ
て
実
施
し
た
。
両
事
業
開
始
以
来
、
事

業
内
容
の
改
善
充
実
に
つ
と
め
、
協
同
互
助

の
精
神
に
基
づ
く
町
村
職
員
等
の
生
活
の
安

定
に
寄
与
す
る
こ
と
に
最
大
限
の
努
力
を
傾

注
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

　

平
成
十
三
年
度
の
事
業
概
要
は
下
記
の
と

お
り
で
、組
合
員
に
つ
い
て
は
、こ
こ
数
年
来

減
少
傾
向
に
あ
り
、前
年
度
比
四
、六
六
七
人

（
二
・
二
％
）の
減
少
と
な
っ
た
。

　

火
災
共
済
事
業
は
、
契
約
件
数
で
前
年
度

よ
り
三
、
二
一
五
件（
二
・
六
％
）の
減
と
な

り
、
共
済
掛
金
も
、
前
年
度
比
一
、
七
五
五
万

余
円（
一
・
〇
％
）の
減
と
な
っ
た
。
風
水
雪

害
特
約
共
済
は
、
契
約
件
数
で
前
年
度
よ
り

七
五
九
件（
二
・
七
％
）の
減
と
な
り
、共
済
掛

金
も
、前
年
度
比
三
七
八
万
余
円（
一
・
一
％
）

の
減
と
な
っ
た
。

　

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
契
約
台
数
は
前

年
度
比
四
、八
四
八
台（
二
・
二
％
）の
減
と
な

り
、
共
済
掛
金
も
、
一
億
四
、
七
六
七
万
余
円

（
二
・
五
％
）の

減
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
共
済

金
の
支
払
は
、

火
災
共
済
事
業

で
前
年
度
比
七

三
件（
一
四
・
一

％
）
の
減
と

な
っ
た
が
、
共

済
金
合
計
に
お

い
て
は
九
、
〇

三
四
万
余
円

（
一
四
・
六
％
）

の
増
と
な
っ
た
。

ま
た
、
災
害
見

舞
金
の
給
付
件

数
に
つ
い
て
は

前
年
度
二
六
件

に
比
し
、
四
八

件
、
災
害
見
舞

金
に
し
て
五
〇
四
万
余
円
の
給
付
が
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、
風
水
雪
害
特
約
共
済
金
の

給
付
に
つ
い
て
は
前
年
度
比
三
件（
七
・
一

％
）
の
減
と
な
り
、共
済
金
に
お
い
て
も
、

一
、四
四
九
万
余
円（
三
八
・
九
％
）の
減
と

な
っ
た
。

　

自
動
車
共
済
事
業
で
は
、
支
払
件
数
で

前
年
度
比
一
二
五
件（
一
・
一
％
）の
減
と

な
り
、
共
済
金
に
お
い
て
は
、
一
億
八
、
一

〇
二
万
余
円（
五
・
七
％
）の
減
と
な
っ
た
。

　

本
年
度
に
お
け
る
事
業
剰
余
金
を
も
っ

て
す
る
事
業
利
用
分
量
割
戻
金
の
配
分
率

は
、
火
災
共
済
が
四
〇
・
六
四
％
、
風
水
雪

害
特
約
共
済
が
四
八
・
〇
四
％
、自
動
車
共

済
が
九
・
三
九
％
と
な
っ
た
。

１
、
組
合
加
入
の
状
況

　

平
成
十
三
年
度
末
現
在
の
組
合
員
数
は

二
〇
六
、七
五
二
人
で
前
年
度
に
比
し
四
、

六
六
七
人（
二
・
二
％
）減
少
し
た
。
ま
た
、

出
資
金
に
つ
い
て
も
、前
年
度
に
比
し
一
、

三
六
三
万
余
円（
〇
・
七
％
）減
の
一
九
億

三
三
九
万
余
円
と
な
っ
た
。
な
お
、
本
年

度
に
お
け
る
割
戻
金
の
一
部
を
出
資
金
に

充
当
し
た
額
は
五
、
二
三
三
万
余
円
と

な
っ
た
。

２
、
共
済
契

約
状
況

�
火
災
共
済

事
業

①
火
災
共
済

　

契
約
件
数

は
一
二
二
、

一
八
四
件
で

前
年
度
に
比

し
三
、
二
一

五
件（
二
・
六

％
）減
少
し
、

契
約
口
数
も

二
五
九
、
二

一
八
口（
一
・

〇
％
）
減
少

し
た
。
こ
の

た
め
共
済
掛

金
は
一
七
億

町
村
職
員
生
協
火
災
・
自
動
車
共
済
事
業
の
概
要
報
告

平

成

十
三
年
度

表１　組合加入状況
出 資 金口　　数人　　員区 分

１，９０３，３９２，３８０円１９，０３３，９２４口２０６，７５２人平成１３年度

１，９１７，０２４，９９０１９，１７０，２５０２１１，４１９平成１２年度

△１３，６３２，６１０△１３６，３２６△４，６６７比 較 増 減

△０．７％△０．７％△２．２％増 減 率
（注１）△印は減を示す。
（注２）出資金額は預り出資金（１口１００円未満の端数口数の累計額）８４４，３８０円を含む。

表２　火災共済加入状況
共 済 掛 金契 約 口 数共済契約件数区 分

１，７６０，４１９，１５０円２５，１１１，９９９口１２２，１８４件平成１３年度

１，７７７，９７３，２１０２５，３７１，２１７１２５，３９９平成１２年度

△１７，５５４，０６０△２５９，２１８△３，２１５比 較 増 減

△１．０％△１．０％△２．６％増 減 率
（注）△印は減を示す。

表３　風水雪害特約共済加入状況
特約共済掛金契 約 口 数特約付加件数区 分

３２６，２９０，９２０円５，４２９，９２８口２７，８６８件平成１３年度

３３０，０７１，９８０５，４９２，８０９２８，６２７平成１２年度

△３，７８１，０６０△６２，８８１△７５９比 較 増 減

△１．１％△１．１％△２．７％増 減 率
（注）△印は減を示す。

表４　自動車共済加入状況
共 済 掛 金契 約 台 数区 分

５，７００，８６８，６４０円２１９，９８７台平成１３年度

５，８４８，５４５，４９０２２４，８３５平成１２年度

△１４７，６７６，８５０△４，８４８比 較 増 減

△２．５％△２．２％増 減 率
（注）△印は減を示す。

表５　火災共済金支払状況

損害率合 計
失火見舞費用共済金残存物取片づけ費用共済金臨時費用共済金火 災 共 済 金

区 分
金 額件 数金 額件 数金 額件 数金 額件 数

％円円件円件円件円件平成１３年度 ４０．２７０７，７５３，２３１２，０６０，０００６２０，１１２，３１５１０９６６，７８４，１０８４４５６１８，７９６，８０８４４５

３４．７６１７，４０６，６６０４８５，７００４１３，６５４，８５０４８５８，６４４，６１４５１８５４４，６２１，４９６５１８平成１２年度

５．５９０，３４６，５７１１，５７４，３００２６，４５７，４６５６１８，１３９，４９４△７３７４，１７５，３１２△７３比較増減

％％％％％％％％％増 減 率 ―１４．６３２４．１５０．０４７．３１２７．１１３．９△１４．１１３．６△１４．１
（注）△印は減を示す。

表６　見舞金支払状況
一件当りの見舞金見 舞 金件 数区 分

１０５，０６３円５，０４３，０００円４８件平成１３年度

９８，７６９２，５６８，０００２６平成１２年度

６，２９４２，４７５，０００２２比 較 増 減

６．４％９６．４％８４．６％増 減 率

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合

　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
が
行
う
火
災
共
済
お
よ
び
自
動
車
共
済
の
平
成
十
三
年

度
事
業
概
要
お
よ
び
決
算
に
つ
い
て
は
、
本
年
七
月
四
日
に
開
催
さ
れ
た
総
代
会
の
議
決

を
得
た
の
で
、
定
款
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。
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六
、〇
四
一
万
余
円
と
な
り
前
年
度
よ
り
一
、

七
五
五
万
余
円（
一
・
〇
％
）の
減
と
な
っ
た
。

ま
た
、
一
件
当
り
平
均
口
数
は
二
〇
五
口

（
二
、
〇
五
〇
万
円
）
と
な
り
前
年
度
よ
り
三

口（
三
〇
万
円
）の
増
と
な
っ
て
い
る
。

②
風
水
雪
害
特
約
共
済

　

特
約
付
加
件
数
は
二
七
、
八
六
八
件
で
前

年
度
に
比
し
七
五
九
件（
二
・
七
％
）減
少
し

た
。
特
約
共
済
掛
金
も
、三
億
二
、六
二
九
万

余
円
で
前
年
度
よ
り
三
七
八
万
余
円（
一
・
一

％
）の
減
と
な
っ
た
。
な
お
、火
災
共
済
契
約

件
数
に
対
す
る
特
約
付
加
件
数
の
割
合
は
二

二
・
八
％
で

あ
っ
た
。

�
自
動
車
共
済
事
業

　

契
約
台
数
は
二
一
九
、
九
八
七
台
と
前
年

度
に
比
し
四
、八
四
八
台（
二
・
二
％
）減
少
し

た
。
共
済
掛
金
も
五
七
億
八
六
万
余
円
と
な

り
、
前
年
度
よ
り
一
億
四
、
七
六
七
万
余
円

（
二
・
五
％
）減
と
な
っ
た
。
ま
た
、一
台
当
り

の
平
均
共
済
掛
金
額
は
二
五
、
九
一
四
円
と

な
っ
た
。

３
、
共
済
事
故
状
況

�
火
災
共
済
事
業

①
火
災
共
済

�ア
 

共
済
金

　

支
払
件
数
は
、
前
年
度
に
比
し
共
済
金
で

七
三
件（
一
四
・
一
％
）減
の
四
四
五
件
、臨
時

費
用
共
済
金
で
七
三
件（
一
四
・
一

％
）減
の
四
四
五
件
、残
存
物
取
片

づ
け
費
用
共
済
金
で
六
一
件
（
一

二
七
・
一
％
）増
の
一
〇
九
件
、
失

火
見
舞
費
用
共
済
金
で
二
件
（
五

〇
・
〇
％
）増
の
六
件
と
な
り
、
共
済
金
の
合

計
は
九
、〇
三
四
万
余
円（
一
四
・
六
％
）増
の

七
億
七
七
五
万
余
円
と
な
り
、損
害
率
は
、前

年
度
よ
り
五
・
五
ポ
イ
ン
ト
高
い
四
〇
・
二
％

と
な
っ
た
。

　

な
お
、
本
年
度
は
既
発
生
罹
災
の
う
ち
共

済
金
が
未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払

予
定
額
と
し
て
、
一
億
四
六
万
円
の
火
災
共

済
支
払
備
金
を
計
上
し
、
平
成
十
四
年
度
に

繰
越
す
こ
と
と
な
っ
た
。

�イ
 

見
舞
金

　

前
年
度
に
比
し
件
数
で
二
二
件
増
の
四
八

件
、
見
舞
金
額
で
二
四
七
万
余
円
増
の
五
〇

四
万
余
円
と
な
っ
た
。

②
風
水
雪
害
特
約
共
済

　

支
払
件
数
は
、
前
年
度
に
比
し
特
約
共
済

金
で
三
件（
七
・
一
％
）減
の
三
九
件
、臨
時
費

用
共
済
金
で
三
件
（
七
・
一
％
）
減
の
三
九

件
、
残
存
物
取
片
づ
け
費
用
共
済
金
で
八

件（
一
三
三
・
三
％
）増
の
一
四
件
と
な
り
、

共
済
金
の
合
計
は
一
、四
四
九
万
余
円（
三

八
・
九
％
）減
の
二
、二
八
〇
万
余
円
と
な

り
、
損
害
率
は
、
全
体
で
前
年
度
よ
り
四
・

三
ポ
イ
ン
ト
低
い
七
・
〇
％
と
な
っ
た
。

　

な
お
、本
年
度
は
既
発
生
罹
災
の
う
ち
共

済
金
が
未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支
払

予
定
額
と
し
て
、八
二
万
余
円
の
風
水
雪
害

特
約
共
済
支
払
備
金
を
計
上
し
、平
成
十

四
年
度
に
繰
越
す
こ
と
と
な
っ
た
。

�
自
動
車
共
済
事
業

�ア
 

共
済
金

　

支
払
件
数
は
、
前
年
度
に
比
し
対
物
賠

償
で
は
一
八
六
件（
一
・
九
％
）減
の
九
、四

八
一
件
、
対
人
賠
償
で
は
六
一
件（
四
・
七

％
）増
の
一
、
三
五
四
件
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
共
済
金
に
お
い
て
は
前
年
度
に
比

し
対
物
賠
償
で
一
億
三
三
二
万
余
円（
五
・

四
％
）
減
の
一
八
億
二
、
二
一
九
万
余
円
、

対
人
賠
償
に
お
い
て
は
七
、七
六
九
万
余
円

（
六
・
二
％
）減
の
一
一
億
七
、一
三
三
万
余

円
と
な
り
、
共
済
金
の
合
計
は
、
前
年
度
に

比
し
一
億
八
、一
〇
二
万
余
円（
五
・
七
％
）

減
の
二
九
億
九
、
三
五
二
万
余
円
と
な
っ

た
。損
害
率
は
、
全
体
で
前
年
度
よ
り
一
・

八
ポ
イ
ン
ト
低
い
五
二
・
五
％
と
な
っ
た
。

　

な
お
、本
年
度
は
、既
発
生
事
故
の
う
ち
、

共
済
金
が
未
請
求
と
な
っ
て
い
る
共
済
金
支

払
予
定
額
と
し
て
、一
五
億
七
、二
四
四
万

余
円
の
自
動
車
共
済
支
払
備
金
を
計
上
し
、

平
成
十
四
年
度
へ
繰
越
す
こ
と
と
な
っ
た
。

�イ
 

臨
時
費
用

　

支
払
件
数
は
前
年
度
に
比
し
傷
害
で
三

件（
二
・
六
％
）減
の
一
一
三
件
、死
亡
は
二

件（
一
四
・
三
％
）増
の
一
六
件
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
臨
時
費
用
の
金
額
は
傷
害
で
九

万
円（
二
・
六
％
）減
の
三
三
九
万
円
、死
亡

は
二
〇
万
円（
一
四
・
三
％
）増
の
一
六
〇

万
円
と
な
り
、臨
時
費
用
の
合
計
は
、前
年

度
に
比
し
一
一
万
円（
二
・
三
％
）増
の
四

九
九
万
円
と
な
っ
た
。

表７　風水雪害特約共済金支払状況

損害率合 計
残存物取片づけ費用共済金臨 時 費 用 共 済 金特 約 共 済 金

区 分
金 額件 数金 額件 数金 額件 数

７％２２，８０９，８４０円３０８，２５７円１４件２，９３４，９８３円３９件１９，５６６，６００円３９件平成１３年度
１１．３３７，３０３，５４２２５２，３４１６４，８３２，７５８４２３２，２１８，４４３４２平成１２年度
△４．３△１４，４９３，７０２５５，９１６８△１，８９７，７７５△３△１２，６５１，８４３△３比 較 増 減
―△３８．９％２２．２％１３３．３％△３９．３％△７．１％△３９．３％△７．１％増 減 率

（注）△印は減を示す。

表８　自動車共済金支払状況

損害率
合 計対 人 賠 償 共 済対 物 賠 償 共 済

区 分
共 済 金件 数共 済 金件 数共 済 金件 数

５２．５％２，９９３，５２８，０１０円１０，８３５件１，１７１，３３７，８５１円１，３５４件１，８２２，１９０，１５９円９，４８１件平成１３年度
５４．３３，１７４，５５１，２７２１０，９６０１，２４９，０３６，０４８１，２９３１，９２５，５１５，２２４９，６６７平成１２年度
△１．８△１８１，０２３，２６２△１２５△７７，６９８，１９７６１△１０３，３２５，０６５△１８６比 較 増 減
―△５．７％△１．１％△６．２％４．７％△５．４％△１．９％増 減 率

（注）△印は減を示す。

表９　自動車共済臨時費用支払状況
合 計死 亡傷 害

区 分
金 額件 数金 額件 数金 額件 数
４，９９０，０００円１２９件１，６００，０００円１６件３，３９０，０００円１１３件平成１３年度
４，８８０，０００１３０１，４００，０００１４３，４８０，０００１１６平成１２年度
１１０，０００△１２００，０００２△９０，０００△３比 較 増 減
２．３％△０．８％１４．３％１４．３％△２．６％△２．６％増 減 率

（注）△印は減を示す。

利 益 の 部損 失 の 部
金 額科 目金 額科 目
７，７８７，５７８，７１０円共 済 掛 金１．３，７２４，０９１，０８１円支 払 共 済 金１．
６，５２７，１８８，０００共済契約準備金戻入２．１０，０３３，０００見 舞 金 等２．
１５１，０３８，４３１資 産 運 用 収 益３．２，３４９，１２７，８４８管理費及び諸経費３．
１８，６８４，３９２雑 収 入４．６，８５３，５７２，０００共済契約準備金繰入４．

１２，９３６，８２３，９２９小 計
１，５４７，６６５，６０４経 常 剰 余 金

１４，４８４，４８９，５３３合 計１４，４８４，４８９，５３３合 計
１，５４７，６６５，６０４税引前当期剰余金１．
△２１１，５２８，１０７法 人 税 等２．
１，３３６，１３７，４９７当期剰余金（計）３．
８４，００７，９３０前期繰越剰余金４．

１，４２０，１４５，４２７当期未処分剰余金（計）５．
（注）△印は減を示す。

表１０　平成１３年度全国町村職員生活協同組合損益計算書
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広広広広広広広広広広広広広広島県 町町町町町町町町町町大朝町大朝町大朝町大朝町大朝町大朝町大朝町大朝町
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお あさあさあさあさあさあさあさあさあさあさあさあさあさあさあさあさ ううううち うち うちょうちょうちょうちょうちょうちょうちょうちょうちょうちょうちょうちょうちょうちょう

�
は
じ
め
に

　

私
た
ち
の
町
『
大
朝
町
』
は
、
広
島

県
北
西
部
に
位
置
し
、
自
然
豊
か
な
中

国
山
地
の
懐
に
抱
か
れ
、
中
国
太
郎
の

名
で
親
し
ま
れ
る
「
江
の
川
」
の
源
流

に
あ
る
農
業
を
中
心
と
し
た
人
口
約
三

千
六
百
人
の
小
さ
な
町
で
す
。
全
国
的

知
名
度
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
九

九
七
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
で
は
、
毛

(
)

利
元
就
の
妻
「
美
伊 
み
い 
」
生
誕
の

地
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
十
二
年
九
月
に
は
、
町

の
宝
物
と
し
て
大
切
に
し
て
き
た
「
天

狗
シ
デ
」
が
、
国
の
天
然
記
念
物
の
指

定
を
受
け
、
町
民
あ
げ
て
喜
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

�
道
路
や
川
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

　

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
先

駆
け
は
、
古
く
は
昭
和
三
〇
年
代
の
前

(

半
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
「
愛
路 
あ

)

い
ろ 
月
間
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
道
路
や

川
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
で
す
。
町
と

の
活
動
計
画
に
基
づ
き
、
町
内
四
五
行

政
区
で
毎
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て

自
主
的
に
作
業
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

作
業
内
容
は
、
地
域
の
道
路
及
び
河
川

の
草
刈
り
・
清
掃
作
業
な
ど
、
住
民
総

出
で
環
境
保
全
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

�
住
民
組
織
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

　

近
年
、
過
疎
化
に
伴
う
少
子
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
、
多
く
の
悩
み
や
問
題
が

生
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
問

題
も
長
年
地
域
に
根
付
い
た
地
道
な
活

動
の
効
果
に
よ
り
、
地
域
に
暮
ら
す
自

分
た
ち
が
積
極
的
に
か
か
わ
り
解
決
し

よ
う
と
い
う
気
運
が
高
ま
り
、
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
住
民
組
織
等
が
次
々

と
結
成
さ
れ
、
特
色
の
あ
る
独
自
の
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
町
行
政
と
し
て
の
住
民
組
織

支
援
施
策
と
し
て
、
平
成
十
三
年
に
は

�
大朝町

�
広島市

広島県

▽

天
狗
シ
デ

六
月
の
新
植
作
業

六
月
の
新
植
作
業

平成１３年度住民参加のまちづくり総務大臣表彰現地レポート
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特
色
の
あ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
活
動

を
す
る
地
域
ま
た
は
グ
ル
ー
プ
に
二
〇

万
円
を
限
度
に
補
助
を
行
う
「
ま
ち
づ

く
り
支
援
事
業
補
助
金
」
及
び
ま
ち
の

特
産
品
と
な
る
可
能
性
の
高
い
産
品
の

開
発
を
行
う
グ
ル
ー
プ
に
対
し
、
材
料

費
・
視
察
費
な
ど
一
〇
万
円
を
限
度
に

補
助
を
行
う
「
特
産
品
研
究
開
発
事
業

補
助
金
」
制
度
を
創
設
し
、
力
を
注
い

で
い
ま
す
。

　

代
表
的
な
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
活
動

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
と
、
県
の
天
然

記
念
物
で
あ
る
「
大
あ
べ
ま
き
」
の
名

ち
な
ん
だ
『
大
塚
あ
べ
ま
き
会
』
は
、

町
内
で
最
大
の
会
員
数
を
誇
り
、
数
多

く
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

過
疎
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、「
元
気
に
な
る
講
演
会
」
や
地

元
考
案
の
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
「
ラ
イ
ス

フ
ィ
ー
ル
ド
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
田
ん
ぼ
の
中
で
三
チ
ー
ム
が
同
時
に

対
戦
す
る
）
大
会
」
な
ど
は
、
町
内
外

か
ら
数
多
く
の
参
加
者
を
呼
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
と
し
て

転
作
田
に
作
付
け
し
た
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
を

ベ
ー
ス
に
「
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
う
ど
ん
」
を

開
発
し
、
地
場
作
物
の
特
産
品
化
に
一

役
買
っ
て
い
ま
す
。
更
に
は
、
ホ
タ
ル

祭
り
や
神
楽
な
ど
、
四
季
の
行
事
を
中

心
に
老
若
男
女
・
地
域
を
あ
げ
て
集
い

楽
し
む
『
岩
戸
サ
ン
サ
ン
会
』、
ま
た
、

女
性
グ
ル
ー
プ
が
毎
週
定
期
的
に
集
ま

り
試
行
錯
誤
し
て
「
村
お
こ
し
」
と
い
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フォーラム

う
菓
子
を
作
り
出
し
た『
筏
津
乙
女
会
』

な
ど
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

�
民
間
主
導
に
よ
る
循
環
型
社
会
の
構
築

　

今
、
ま
ち
づ
く
り
で
特
に
注
目
さ
れ

て
い
る
話
題
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

『
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
い
〜
ね
）・
Ｏ
Ａ
Ｓ
Ａ
（
お

お
あ
さ
）』に
よ
る
循
環
型
社
会
を
目
指

し
た
、「
菜
の
花
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
活
動
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
法
人
は
、
平
成
十
二
年
九
月
か

ら「
甦
れ
！
お
お
あ
さ
」を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
、
転
作
田
を
利
用
し
た
「
資
源
循

環
型
リ
サ
イ
ク
ル
の
ま
ち
づ
く
り
（
菜

の
花
の
作
付
け
↓
菜
種
油
の
採
取
↓
学

校
給
食
へ
の
利
用
↓
廃
食
油
の
回
収
↓

リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
の
精
製
↓
ス
ク
ー
ル

バ
ス
・
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
デ
ィ
ー
ゼ
ル

車
へ
の
使
用
）」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
燃
料
精
製
の
原
料
と
な

る
廃
食
油
の
回
収
は
、
町
内
の
各
集
落

や
学
校
で
行
わ
れ
て
お
り
、
循
環
型
社

会
の
大
切
さ
の
自
覚
・
実
践
が
容
易
に

で
き
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
校
で
は
わ
か
り
や
す
く
楽
し
い

環
境
教
育
と
し
て
、
総
合
学
習
の
一
環

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

農
家
は
転
作
田
を
有
効
に
利
用
で
き
る

な
ど
、
多
く
の
人
が
様
々
な
立
場
で
参

加
で
き
る
運
動
と
し
て
、
マ
ス
コ
ミ
に

も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
運
動
は
全
国
的
に
も
大
き

く
広
が
っ
て
お
り
、
来
春
は
本
町
で
第

三
回
全
国
菜
の
花
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

�
恵
ま
れ
た
自
然
を
い
つ
ま
で
も

　

小
さ
な
町
で
の
地
道
な
ま
ち
づ
く
り

活
動
が
、
総
務
大
臣
表
彰
と
い
う
大
き

な
評
価
を
い
た
だ
き
、
誠
に
光
栄
に
存

じ
ま
す
と
同
時
に
、
町
民
の
み
な
さ
ん

の
努
力
な
し
で
は
成
し
得
な
か
っ
た
こ

と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
『「
江
の
川
」
の
流
れ
出
す
源
流
の
ま

ち
、
中
国
山
地
に
抱
か
れ
た
高
原
の
ま

ち
』
と
し
て
、
恵
ま
れ
た
美
し
い
自
然

を
大
切
に
し
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
は

「
住
み
続
け
た
い
町
」、
町
外
の
方
か
ら

は
「
住
ん
で
み
た
い
町
」
と
思
わ
れ
る

「
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
、
目
指

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
大
朝
町
総
務
課
長　

橋
渡
良
臣
）

�
町
村
週
報
の
購
読
�

「
町
村
週
報
」
の
購
読
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
職
業
、
電

話
番
号
を
お
書
き
の
う
え
、
全
国
町
村
会

広
報
部
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
☆
年
間

一
部
千
五
百
円
☆
料
金
は
請
求
書
を
お
送

り
し
て
か
ら
折
返
し
御
送
金
く
だ
さ
い
☆

〒
一
〇
〇
―
〇
〇
一
四　
東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
1
・　

・　

全
国
町
村
会
広
報
部
。

11

35
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�

�

　

町
は
、
農
林
業
後
継
者
を
対
象
に

平
成
六
年
に
創
設
し
た
就
農
奨
励
金

を
拡
充
し
、
商
工
業
後
継
者
に
も
対

象
を
広
げ
た
「
産
業
後
継
者
育
成
奨

励
金
」
を
実
施
。
交
付
額
も
最
大
百

万
円
に
増
額
す
る
一
方
、
届
け
出
は

就
業
し
て
半
年
経
過
後
と
し
、
そ
の

後
交
付
申
請
で
き
る
の
は
就
業
三
年

後
以
降
と
要
件
を
厳
し
く
し
た
。

�

�

　

チ
ェ
ニ
ジ
ア
か
ら
の
留
学
生
を
短

期
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
受
け
入
れ
た
の

を
き
っ
か
け
に
国
際
交
流
が
始
ま
っ

た
町
で
は
、
チ
ェ
ニ
ジ
ア
の
学
校
に

パ
ソ
コ
ン
を
贈
り
、
町
立
桃
生
中
学

校
と
の
間
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
交
流
を
促
進
し
て
い
く
。
電

子
メ
ー
ル
の
交
換
や
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

を
作
成
し
交
流
を
深
め
て
い
く
。

�

�

　

新
規
就
農
者
が
極
め
て
少
な
く
、

基
幹
産
業
と
し
て
の
農
業
の
衰
退
が

予
想
さ
れ
る
町
で
は
、
定
年
退
職
後

に
本
格
的
に
農
業
に
取
り
組
も
う
と

す
る
人
を
対
象
に
「
定
年
帰
農
者
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
設
し
た
。
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
や
民
間
の
指
導
員
が

講
師
を
務
め
、
月
一
回
、
講
義
や
実

地
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
在
宅
高
齢
者
の
自
立
支
援

商
工
業
後
継
者
の

就
業
奨
励
金
を
導
入

北
海
道

今
金
町

チ
ュ
ニ
ジ
ア
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
交
流

宮
城
県

桃
生
町

「
定
年
帰
農
者
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
設

千

葉

県

大
多
喜
町

高
齢
者
対
象
の
軽
度

生
活
援
助
事
業
を
実
施

神
奈
川
県

開

成

町

策
の
一
環
と
し
て
「
軽
度
生
活
援
助

事
業
」
を
導
入
。
高
齢
者
に
と
っ
て

負
担
の
か
か
る
買
い
物
、
洗
濯
な
ど

の
援
助
や
本
の
朗
読
、
健
康
管
理
に

つ
い
て
の
助
言
な
ど
を
行
っ
て
い

る
。
利
用
は
一
人
週
二
時
間
程
度
を

上
限
と
し
、
委
託
経
費
の
一
割
、
一

時
間
当
た
り
八
十
円
を
負
担
す
る
。

�

�

　

平
成
十
三
年
に
男
女
平
等
に
関
連

す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
ち
り
ば
め
た
歌

「
ホ
ッ
プ
ス
テ
ッ
プ
ジ
ャ
ン
プ
の
う

た
」
を
作
成
し
た
町
は
、
男
女
共
同

参
画
の
意
識
高
揚
を
図
る
た
め
の
新

し
い
体
操
の
振
り
付
け
を
つ
く
っ

た
。
簡
単
な
動
き
で
、
保
育
所
の
子

ど
も
た
ち
に
も
覚
え
て
も
ら
え
る
。

�

�

　

町
は
、
町
内
十
一
か
所
の
公
民
館

に
設
置
し
た
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
Ｉ

Ｔ
相
談
を
実
施
し
て
い
る
。
各
パ
ソ

コ
ン
は
相
談
に
応
じ
る
専
門
職
員
が

画
面
な
ど
を
遠
隔
操
作
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
テ
レ
ビ
電
話

形
式
で
や
り
と
り
し
な
が
ら
操
作
法

を
指
導
で
き
る
。平
日
の
午
前
中
と
、

週
二
回
は
夜
間
も
受
け
付
け
る
。

�

�

　

町
は
、
学
校
完
全
週
五
日
制
に
対

応
し
、
土
曜
日
に
図
書
館
・
公
民
館
・

ホ
ー
ル
が
あ
る「
ふ
る
さ
と
創
造
館
」

を
子
ど
も
た
ち
に
開
放
し
、「D

o
－

Y
ou

（
ど
よ
ー
）学
級
」
を
開
設
し
て

い
る
。
同
学
級
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
体

験
や
ス
ポ
ー
ツ
、
図
書
館
で
の
語
り

男
女
共
同
参
画
意
識
を
高
め

る
体
操
の
振
り
付
け
を
考
案

山
梨
県

石
和
町

テ
レ
ビ
電
話
形
式
で

Ｉ
Ｔ
相
談
を
実
施

富
山
県

福
光
町

完
全
学
校
週
五
日
制
に

対
応
し
体
験
学
級
を
実
施

長
野
県

戸
倉
町

部
の
会
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
地
域
住
民
に
学
校
を
開
放

す
る「
学
校
の
日
」を
制
定
し
た
。
学

校
や
子
ど
も
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
、
地
域
ぐ
る
み
で
青
少
年
を
育

成
し
て
い
く
の
が
ね
ら
い
。
町
内
に

計
六
校
あ
る
小
中
学
校
で
、
各
学
期

に
一
回
を
目
処
に
年
二
〜
三
回
開
催

し
、
公
開
授
業
や
講
演
会
、
演
劇
鑑

賞
会
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
平
成
十
三
年
度
か
ら
始
め

た
外
国
人
留
学
生
に
対
す
る
奨
学
金

制
度
の
支
給
対
象
者
を
今
年
度
は
二

十
人
か
ら
三
十
人
に
増
や
し
た
。
対

象
と
な
る
の
は
、
町
内
に
あ
る
白
鳳

女
子
短
大
の
留
学
生
で
、
毎
月
二
万

円
を
支
給
し
、
返
済
は
不
要
。
留
学

生
を
支
援
し
、
地
域
で
の
国
際
交
流

活
動
を
進
め
る
の
が
ね
ら
い
。

�

�

　

町
は
、
郵
便
局
と
廃
棄
物
の
不
法

投
棄
監
視
の
業
務
委
託
契
約
を
締
結

し
た
。
町
で
は
監
視
場
所
を
二
か
所

指
定
し
、
郵
便
配
達
員
に
そ
れ
ぞ
れ

月
五
回
ず
つ
、
単
車
か
ら
降
り
て
点

検
し
て
も
ら
い
、
不
法
投
棄
を
発
見

し
た
ら
報
告
し
て
も
ら
う
。
巡
回
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
効
果
に
よ
る
抑
止
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

�

�

　

町
は
、
取
水
を
開
始
し
た
県
営
鳴

淵
ダ
ム
上
流
域
の
水
資
源
涵
養
の
た

学
校
を
開
放
す
る

「
学
校
の
日
」
を
制
定

愛
知
県

吉
良
町

外
国
人
留
学
生
の

奨
学
金
制
度
を
拡
充

奈
良
県

王
寺
町

郵
便
局
と
不
法
投
棄
監
視

の
業
務
委
託
契
約
を
締
結

岡
山
県

美
作
町

「
森
林
水
源
税
」の
新
設
を
検
討

福
岡
県

篠
栗
町

め
上
流
の
土
地
約
二
十
二
万
平
方

メ
ー
ト
ル
を
約
一
億
七
千
万
円
で
購

入
し
た
が
、
水
源
の
森
を
保
全
し
て

い
く
の
は
一
自
治
体
の
財
政
で
は
厳

し
い
こ
と
か
ら
、
法
定
外
目
的
税
と

し
て
「
森
林
水
源
税
」（
仮
称
）
の

新
設
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

�

�

　

町
は
平
成
八
年
度
か
ら
実
施
し
て

き
た
一
般
町
民
の
モ
ニ
タ
ー
制
度

を
、
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
の
意

見
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
廃
止

し
、
代
わ
り
に
次
代
を
担
う
中
学
生

の
声
を
取
り
入
れ
よ
う
と
、
町
内
二

校
の
中
学
生
十
二
人
を
町
政
モ
ニ

タ
ー
に
し
た
「
フ
レ
ッ
シ
ュ
モ
ニ

タ
ー
」
制
度
を
導
入
し
た
。

�

�

　

町
は
、
路
線
バ
ス
の
な
い
交
通
空

白
地
帯
の
足
を
確
保
し
て
い
く
た

め
、
民
間
会
社
に
委
託
し
て
「
く
し

ら
ふ
れ
あ
い
バ
ス
」
の
運
行
を
開
始

し
た
。
路
線
は
役
場
や
農
協
、
平
和

公
園
な
ど
の
拠
点
施
設
と
各
集
落
を

つ
な
ぐ
六
系
統
で
、
月
・
水
・
金
の

週
三
日
、
二
系
統
ず
つ
運
行
。
運
賃

は
距
離
に
か
か
わ
り
な
く
百
円
。

�

�

　

町
が
出
資
し
て
い
る
第
三
セ
ク

タ
ー
「
か
で
な
振
興
」
は
、
特
産
品

開
発
の
一
環
と
し
て
「
嘉
手
納
町
特

産
品
開
発
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し

た
。
全
国
か
ら
同
町
に
ち
な
ん
だ
ア

イ
デ
ア
商
品
を
応
募
し
て
も
ら
う
。

優
秀
作
品
に
は
生
産
奨
励
金
十
万
円

を
贈
呈
し
、
商
品
化
を
支
援
す
る
。

中
学
生
の
町
政
モ
ニ
タ
ー

制
度
を
実
施

熊
本
県

長
洲
町

「
く
ら
し
ふ
れ
あ
い

バ
ス
」の
運
行
を
開
始

鹿
児
島
県

串

良

町

特
産
品
開
発

コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施

沖

縄

県

嘉
手
納
町

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
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ｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗｗ

カ
プ
セ
ル　
Ｎ
ｏ
ｗ　
＆　
Ｎ
ｅ
ｗ

カ
プ
セ
ル　
Ｎ
ｏ
ｗ　
＆　
Ｎ
ｅ
ｗ

原
稿
募
集
！

＊
百
二
十
字
程
度
の
原
稿
を
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
Ｅ
―
ｍ
ａ
ｉ
ｌ
で
全
国
町
村
会
広
報
部
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

あ
な
た
の
ま
ち
の
ユ
ニ
ー
ク
な
施
策
等
の
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

E-mail：kouhou@zck.or.jp
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随 想
   
九
月
も
中
旬
を
過
ぎ
る
と
、
町
内
随

所
の
お
宮
で
秋
祭
り
の 
鉦 
、
太
鼓
の
音

か
ね

が
聞
こ
え
る
。
勿
論
、
今
年
の
豊
饒
を

願
う
農
民
の
一
大
行
事
で
あ
り
、
集
落

総
出
の
ハ
レ
の
日
で
あ
る
。
八
月
の
う

ら
盆
で
は
、
水
田
の
周
囲
に 
松  
明 
を
立

た
い 
ま
つ

て
、
こ
れ
に
火
を
つ
け
燃
や
す
「
こ
だ

い
（
小
松
明
）」
が
行
わ
れ
る
。
緒
方

平
野
と
呼
ば
れ
る
三
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

広
大
な
平
野
の
一
万
五
千
本
を
こ
え
る

松
明
は
、
静
か
な
闇
を
幽
玄
の
世
界
に

変
え
る
。
旧
暦
十
月
十
四
、
五
日
に
な

る
と
、
緒
方
三
社
と
呼
ば
れ
る
八
幡
社

の
神
輿
が
褌
姿
の
氏
子
に
担
が
れ
、
夜

の
緒
方
川
を
勇
壮
に
渡
る
。
言
い
伝
え

で
は
創
祀
（
一
一
八
三
年
）
以
来
の
祭

り
と
の
こ
と
。

　

緒
方
町
に
は
、
こ
ん
な
昔
な
が
ら
の

風
景
が
多
い
。
町
の
歴
史
を
見
る
と
、

雑
穀
類
を
栽
培
・
収
穫
し
た
と
さ
れ
る

村
落
共
同
体
の
遺
跡
が
町
内
の
「
大
石

遺
跡
」
で
発
掘
さ
れ
た
の
が
昭
和
三
十

年
代
で
、
当
時
、
縄
文
晩
期
の
こ
の
遺

跡
か
ら
農
耕
の
起
源
が
あ
る
と
し
た

「
縄
文
晩
期
農
耕
論
」が
従
来
の
学
説
を

覆
す
も
の
で
、
大
い
に
議
論
を
呼
ん
だ

こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
農
耕
、
特
に
稲

作
が
文
献
に
表
れ
る
の
が
、
宇
佐
神
宮

の
荘
園
と
し
て
奈
良
時
代
か
ら
緒
方
荘

の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
言
わ
ば
太
古
の

昔
か
ら
農
耕
を
生
活
基
盤
と
し
て
、
こ

の
地
域
が
成
り
立
っ
て
き
た
訳
で
あ

る
。

　

さ
て
、
こ
こ
で
緒
方
三
郎
惟
栄
（
こ

れ
よ
し
）
が
、
歴
史
の
表
舞
台
に
登
場

す
る
訳
だ
が
、「
怖
（
お
そ
ろ
）
し
子

者
の
末
」
で
「
弓
矢
打
物
取
て
、
九
州

二
島
に
な
ら
ぶ
者
も
有
ま
じ
き
ぞ
」

（『
平
家
物
語
』）
ま
た
、「
大
蛇
ノ
末
ナ

リ
ケ
レ
ハ
、
身
健
ニ
心
モ
剛
ニ
シ
テ
、

九
国
ヲ
モ
随
へ
、
西
国
ノ
大
将
軍
セ
ン

ト
、
思
フ
程
ノ
オ
ホ
ケ
キ
者
ナ
リ
ケ
ル

ニ
」（『
源
平
盛
衰
記
』）
と
、
異
能
な

表
現
を
さ
れ
て
い
る
。
時
は
一
一
八
〇

年
前
後
の
鎌
倉
幕
府
が
開
か
れ
る
源
平

の
争
乱
期
で
あ
る
。

　

源
頼
朝
が
富
士
川
の
戦
い
で
平
家
に

大
勝
し
政
権
が
混
乱
す
る
と
、
そ
の
屋

台
骨
を
支
え
て
い
た
清
盛
が
死
去
。
時

を
同
じ
く
し
て
、
瀬
戸
内
海
か
ら
西
国

の
平
家
の
有
力
な
勢
力
圏
内
で
あ
る
豊

後
国
で
、
平
重
盛
の
家
人
で
あ
っ
た
緒

方
惟
栄
が
挙
兵
、 
目
代 （
国
司
の
代
官
）

も
く
だ
い

を
追
い
出
し
て
し
ま
う
。
元
々
、
豊
後

武
士
団
の
頭
領
と
し
て
、
豊
か
な
荘
園

の
名
主
を
務
め
一
大
騎
馬
軍
団
を
率
い

て
い
た
地
方
豪
族
が
、
従
前
の
宇
佐
神

宮
の
支
配
下
で
は
満
足
し
得
な
か
っ
た

事
情
に
も
よ
ろ
う
が
、
相
手
は
平
氏
で

あ
り
一
地
方
の
反
乱
以
上
の
影
響
を
中

央
に
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
右
大

臣
で
あ
っ
た
九
条
兼
実
の
日
記「
玉
葉
」

に
も
、
京
で
そ
の
対
応
を
協
議
し
た
こ

と
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
京
を
追
わ
れ
た
平
氏
一
族

は
九
州
、
太
宰
府
に
落
ち
る
。
後
白
河

上
皇
は
平
氏
追
討
の
院
宣
を
源
氏
に
下

す
が
、
こ
れ
が
緒
方
惟
栄
に
命
令
さ

れ
、
九
国
二
島
の
武
士
を
率
い
て
惟
栄

は
太
宰
府
を
攻
め
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
り
、
屋
島
、
壇
ノ
浦
と
平
氏
は
滅

亡
し
て
い
く
が
、
こ
の
最
中
に
惟
栄
は

宇
佐
神
宮
を
襲
い
焼
き
払
う
。
ま
た
、

源
氏
方
も
政
権
内
の
権
力
争
い
が
始
ま

る
こ
と
に
な
る
。
頼
朝
と
義
経
の
対
立

は
世
に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
惟
栄
も
こ

れ
に
巻
き
込
ま
れ
、
後
白
河
院
の
宣
旨

に
よ
り
義
経
が
九
州
に
下
る
の
を
助
け

る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
時
は
味
方
せ

ず
、
義
経
の
乗
る
船
が
大
風
に
よ
り
住

吉
の
浦
に
四
散
、
沈
没
し
、
惟
栄
も
捕

ら
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
後
、
義
経
は
東
国
に
逃
れ
る

が
、
惟
栄
は
上
野
国
、
沼
田
庄
に
配
流

に
な
り
、
歴
史
上
か
ら
抹
消
さ
れ
て
し

ま
う
。
同
時
に
頼
朝
は
、
惟
栄
の
影
響

を
除
く
た
め
、
特
に
豊
後
の
国
司
を
望

み
、
唯
一
西
日
本
で
一
国
だ
け
の
関
東

御
分
国
と
言
わ
れ
る
豊
後
国
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
が
故
に
、
緒
方
三
郎

惟
栄
の
支
配
し
た
痕
跡
は
、
一
切
の
記

録
に
も
留
め
ら
れ
ず
、
緒
方
と
い
う
地

名
以
外
は
何
も
残
っ
て
い
な
い
。

　

惟
栄
が
歴
史
の
記
録
に
現
れ
る
の
は

一
一
八
一
年
か
ら
六
年
間
だ
け
で
あ

り
、
そ
の
実
像
は
わ
ず
か
な
記
録
か
ら

推
測
す
る
以
外
に
な
い
。
彼
が
偉
人
で

あ
っ
た
か
、
英
雄
で
あ
っ
た
か
、
宇
佐

神
宮
を
焼
き
討
ち
し
た
罪
人
で
あ
っ
た

の
か
、
今
は
知
る
由
も
な
い
が
、
源
平

の
争
乱
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と

は
確
か
で
、
建
礼
門
院
に
「
惟
義
（
栄
）

と
か
や
に
九
国
の
内
を
も
追
い
出
さ
れ

…
」（『
平
家
物
語
』）
と
怨
ま
れ
た
程

の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
え

る
。

　

私
は
緒
方
町
に
生
ま
れ
た
者
と
し

て
、
歴
史
の
流
れ
に
翻
弄
さ
れ
た
彼
の

実
像
を
、
何
と
か
つ
か
み
た
い
と
思
っ

て
い
る
の
だ
が
。

　■
 

緒
方
三
郎 
惟  
栄 
の
こ
と

こ
れ 

よ
し

大 分 県

 緒  方 町 長
お がた

山 中　 博
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厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ
ど
、
四
月
〜
六

月
の
医
療
費
の
動
向
を
ま
と
め
た
。　

　

診
療
報
酬
に
つ
い
て
は
、
本
年
四
月
よ

り
、
来
年
度
ま
で
の
二
年
間
分
の
改
定
が

行
わ
れ
て
お
り
、
全
体
で
二
・
七
％
減
（
①

医
者
等
の
技
術
料
に
相
当
す
る
診
療
報
酬

本
体
は
、
医
科
・
歯
科
・
調
剤
共
に
一
・

三
％
減
、
②
薬
価
は
一
・
三
％
減
（
薬
価

ベ
ー
ス
六
・
三
％
減
）、
③
人
工
関
節
や
医

療
機
器
等
の
医
療
材
料
価
格
は
〇
・
一
％

減
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

各
医
療
機
関
毎
の
総
医
療
費
で
は
、
そ

の
診
療
報
酬
改
定
の
影
響
を
受
け
、
医
科

で
二
・
七
％
減
（
入
院
一
・
三
％
減
、
入

院
外
四
・
一
％
減
）
と
な
っ
て
い
る
も
の

の
、
歯
科
は
〇
・
三
％
増
、
調
剤
は
一
〇
・

二
％
増
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
で
は
一
・

一
％
減
に
止
ま
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
医
科
病
院
の
経
営
主
体
別
の
総

医
療
費
で
は
、
大
学
病
院
で
〇
・
五
％
減
、

公
的
病
院
で
二
・
五
％
減
、
民
間
病
院
で

二
・
四
％
減
と
な
っ
て
お
り
、
全
体
で
は

二
・
二
％
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

医
療
診
療
所
の
診
療
科
毎
の
総
医
療
費

で
は
、
外
科
の
一
〇
・
八
％
を
最
大
に
、

以
下
、
耳
鼻
咽
喉
科
六
・
五
％
、
小
児
科

五
・
一
％
、
整
形
外
科
三
・
八
％
、
産
婦

人
科
二
・
一
％
、
内
科
一
・
九
％
、
皮
膚

科
一
・
八
％
、
眼
科
〇
・
八
％
、
全
体
で
三
・

五
％
と
い
ず
れ
も
減
少
し
て
い
る
の
に
対

し
、
歯
科
診
療
所
に
つ
い
て
は
〇
・
三
％

の
増
加
と
な
っ
て
い
る
。

医
療
費
の
動
向
ま
と
ま
る

―
厚
生
労
働
省
―

米
政
策
の
改
革
に
向
け
て

研
究
会
を
再
開 
―
食
糧
庁
―

　

中
央
環
境
審
議
会
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク

ル
制
度
専
門
委
員
会
は
、
廃
棄
物
・
リ
サ

イ
ク
ル
制
度
の
廃
棄
物
の
定
義
・
区
分
、

処
理
責
任
の
在
り
方
、
廃
棄
物
処
理
に
関

す
る
規
制
の
在
り
方
な
ど
の
基
本
問
題
に

つ
い
て
、
見
直
し
を
行
い
、
こ
の
ほ
ど
報

告
を
取
り
ま
と
め
た
。

　

同
報
告
で
は
、
不
適
正
処
理
防
止
に
つ

い
て
、
豊
島
事
件
や
青
森
・
岩
手
不
法
投

棄
事
件
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
事

業
者
が
「
不
要
物
」
を
「
リ
サ
イ
ク
ル
可

能
物
」
と
称
し
、
法
の
規
制
を
逃
れ
よ
う

と
す
る
事
例
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
地
方
公
共
団
体
の
行
政
調
査
権
限
を

強
化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
一
般
廃
棄
物
の
排
出
者
責
任
に

つ
い
て
、
一
般
廃
棄
物
を
市
町
村
が
処
理

し
た
あ
と
の
残
さ
が
、
当
該
市
町
村
の
区

域
外
の
施
設
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
や
最
終
処

分
の
目
的
で
広
域
的
に
処
理
さ
れ
る
状
況

が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
市
町
村
が
処
理
を

委
託
し
た
場
合
に
あ
っ
て
も
、
最
終
処
分

さ
れ
る
ま
で
、
適
正
処
理
確
保
の
た
め
の

責
任
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
べ
き
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
他
、
拡
大
生
産
者
責
任
に
つ
い

て
、
特
に
、
一
般
廃
棄
物
の
処
理
責
任
を

有
す
る
市
町
村
が
、
有
害
性
、
危
険
性
な

ど
の
点
か
ら
処
理
困
難
な
物
に
つ
い
て
、

そ
の
適
正
処
理
を
確
保
す
る
た
め
、
拡
大

生
産
者
責
任
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
生
産
者

に
よ
る
製
品
設
計
・
素
材
選
択
の
工
夫
や
、

引
取
り
・
処
理
な
ど
の
取
組
を
求
め
る
制

度
の
一
層
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
―
な
ど

と
と
し
て
い
る
。

「
廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
基
本
問
題

に
関
す
る
制
度
面
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
」

　

食
糧
庁
は
十
月
十
七
日
、「
生
産
調
整

に
関
す
る
研
究
会
」
を
再
開
し
た
。

　

同
研
究
会
は
本
年
一
月
に
発
足
、
一
般

に
も
公
開
し
た
形
で
論
議
を
重
ね
、
六
月

二
十
八
日
に
米
政
策
の
再
構
築
の
た
め
の

対
応
方
向
、
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
考
え
方

を
提
示
し
た
中
間
取
り
ま
と
め
を
行
い
、

事
務
局
で
あ
る
食
糧
庁
に
対
し
、
シ
ス
テ

ム
の
具
体
案
の
検
討
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
実
施
を
求
め
て
い
た
。

　

再
開
し
た
研
究
会
で
は
、
食
糧
庁
は
改

革
実
現
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
四
つ
の
類
型

を
提
示
し
た
。

　

第
一
類
型
は
、
国
に
よ
る
生
産
調
整
の

配
分
を
廃
止
し
、
生
産
構
造
改
革
を
進
め

る
「
需
給
調
整
シ
ス
テ
ム
改
革
先
行
型
」、

第
二
類
型
と
第
三
類
型
は「
併
行
改
革
型
」

と
し
て
、
例
え
ば
三
年
後
に
生
産
調
整
の

配
分
を
廃
止
す
る
の
を
前
提
に
、
経
営
判

断
を
重
視
し
な
が
ら
生
産
構
造
改
革
を
併

行
し
て
進
め
る
（
経
営
判
断
重
視
タ
イ

プ
）、
地
域
の
自
主
性
を
重
視
し
な
が
ら

生
産
構
造
改
革
を
併
行
し
て
進
め
る
（
地

域
主
体
性
重
視
タ
イ
プ
）、
第
四
類
型
は
、

生
産
構
造
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
状
況
を

見
て
生
産
調
整
の
配
分
を
廃
止
す
る
「
生

産
構
造
改
革
先
行
型
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

研
究
会
で
は
、
今
後
、
集
中
的
に
論
議

を
重
ね
、
こ
の
四
つ
の
類
型
の
ど
れ
か
一

つ
に
決
定
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
良
い
と
こ
ろ
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
し

て
、
十
一
月
末
を
目
途
に
改
革
の
全
体
像

の
と
り
ま
と
め
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
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